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笑顔咲く、ときめきの春
❀ご入学おめでとう !!
一戸中学校入学式挙行
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26 国民健康保険だより

18 教育委員長施政方針（要旨）

町
民
悲
願
の
小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス
、

つ
い
に
完
成
!!

み
ん
な
で
楽
し
く
小
鳥
谷
バ
イ
パ

ス
開
通
記
念
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　

さ
わ
や
か
な
青
空
が
広
が
る
三

月
九
日
、
小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス
開
通

記
念
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ

れ
、
六
百
人
を
超
え
る
地
域
住
民

が
参
加
し
、
思
い
思
い
に
新
し
い

道
路
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
で
は
工
事

概
要
や
小
鳥
谷
の
今
昔
な
ど
の
パ

ネ
ル
展
や
産
直
販
売
、
豚
汁
ふ
る

ま
い
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

◎特に地元では待ち望んだ道路
ウォークに参加した　滝沢　和助さん

　今日は天気も良くて、運動に
にもなり、楽しい時間を過ごし
ました。特に地元では、10年
ほど前から待ち望んでいた道路
でしたから、うれしく思います。
　完成したバイパスはとても立
派で、旧国道4号は、車の交通
量が少なくなって、安全になり、
とても良かったと思います。

㊤ウォーキング前に皆
　で準備体操。ウォー
　キング、楽しみです
㊥新たな道路の感触を
　踏み、足取りも軽く
㊦ウォーキングの後の
　お楽しみ。おなじみ
　のごちそうに心も体
　も満たされ、笑顔に

㊦バイパス工事や小鳥
　谷今昔、文化財など
　のバネル展も大人気 !!

◉特集

20 平成20年度予算
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3      2008年４月号

つ
い
に
完
成
!!
一
般
国
道
４
号

小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス
開
通
式

　

一
般
国
道
４
号
小
鳥
谷
バ
イ
パ

ス
の
開
通
式
が
、
三
月
十
五
日
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
高
屋
敷
神
楽
が
権

現
舞
を
披
露
。
式
で
は
、
久
保
田

勝
東
北
地
方
整
備
局
長
の
式
辞
に

続
き
、
稲
葉
暉
町
長
が
「
待
ち
に

待
っ
た
小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス
の
開
通
。

一
戸
町
の
大
動
脈
と
し
て
、
救
命

救
急
へ
の
効
果
や
、
世
界
遺
産
を

目
指
す
平
泉
と
本
町
の
御
所
野
遺

跡
な
ど
の
文
化
交
流
の
面
で
も
大

い
に
期
待
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
パ
レ
ー
ド
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
は
、
小
鳥
谷
字
中
村

か
ら
同
字
野
中
ま
で
の
延
長
二
・
六

㌔
で
、
住
宅
が
密
集
す
る
中
心
部

を
貫
通
す
る
従
来
の
国
道
西
側
の

山
間
部
を
通
り
ま
す
。
道
路
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
に
着
手
。
片

側
一
車
線
で
、
幅
員
十
三
・
五
㍍
、

歩
道
二
・
五
㍍
。
総
事
業
費
は
約

五
十
一
億
円
で
す
。

　

こ
の
道
路
の
完
成
で
住
宅
な
ど

の
密
集
地
域
で
交
通
混
雑
の
緩
和
、

急
カ
ー
ブ
解
消
で
、
安
全
性
の
向

上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

続
き

待
っ

一
戸

救
急

目
指

跡
な

い
に

だ
き

を
述

プ
カ

行
わバ

か
ら

㌔
で

を
貫

山
間

昭
和

側歩
道

五
十こ

の
密

急
カ

上
な

　バイパスは、とても立派で景
色も良くとても楽しかったで
す。歩いてみると自分たちの小
学校も見えて、すごくうれし
かったです。
　今までは通学する時に、車も
うるさく、トラックなど大きな
車も多くて怖かったけど、安心
して通学できそうです。

　子どもたちの登下校がすご
く安全になり、ほっとしていま
す。バイパスも歩道が広くてす
ごく歩きやすく、とても良かっ
たです。
　今日は、すごい人出で、小鳥
谷まつりなど、地域のイベント
にこのようにたくさんの人が
来てくれるとうれしいですね。

◎バイパスから小鳥谷小学校見えたよ
小鳥谷小学校　児童の皆さん

◎子どもたちの登下校がすごく安心
　　　　　   小鳥谷小学校　保護者の皆さん

↑関係者が一同に介し、ファンファーレとともに盛大にテープカットが行われました

↑開通式のフィナーレはパレード。
　車内からは、晴れやかな笑顔が　
　見られ、多くの町民が訪れました。

小鳥谷バイパスの概要
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カ
ー
リ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
第
一
回
日
本
選
手
権

を
制
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
世
界
選
手
権
に
出
場
し
た

チ
ー
ム
岩
手
の
苫
米
地
賢
司
さ
ん
、

平
美
智
子
さ
ん
。
こ
の
冬
、
私
た

ち
を
大
い
に
熱
く
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

世
界
二
十
四
カ
国
が
出
場
し
た

同
選
手
権
で
、
予
選
リ
ー
グ
三
勝

四
敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

は
逃
し
た
が
、
世
界
の
強
豪
を
相

手
に
堂
々
の
プ
レ
ー
が
印
象
的
だ
。

　

大
躍
進
し
た
今
シ
ー
ズ
ン
を
、

苫
米
地
さ
ん
は
「
新
し
い
種
目
で

メ
ダ
ル
を
手
に
で
き
た
。
自
分
た

ち
に
と
っ
て
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
」、

平
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が

で
き
た
し
、
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
岩
手
、

日
本
が
注
目
し
た
世
界
選
手
権
は

「
世
界
と
互
角
に
わ
た
り
あ
え
る
こ

          一戸人
い ち の へ び と

きらり

カ
ー
リ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
第
一
回
日
本
選
手
権
を
制
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
出
場
を
果
た
し
た

持
ち
な
が
ら
、
青
少
年
の
家
（
二

戸
市
）
で
週
に
二
回
の
練
習
に
駆

け
つ
け
、
青
森
市
や
北
海
道
で
の

合
宿
を
続
け
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
今
シ
ー
ズ
ン
、

初
の
カ
ー
リ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
第
一
回
日
本
選
手
権
が
開
催

さ
れ
た
。
苫
米
地
さ
ん
は
「
平
さ

ん
は
、
難
し
い
シ
ョ
ッ
ト
で
果
敢

に
攻
め
、
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
与
え
る
」
と
評
し
、
平
さ
ん
は

「
苫
米
地
さ
ん
は
、
広
い
視
野
で
落

ち
着
い
た
戦
術
が
持
ち
味
」
と
絶

大
な
信
頼
を
寄
せ
る
二
人
の
快
進

撃
が
始
ま
っ
た
。

　

白
星
を
重
ね
、
臨
ん
だ
決
勝
戦
。

相
手
は
八
年
前
に
カ
ー
リ
ン
グ
の

魅
力
を
教
え
て
く
れ
た
敦
賀
・
小

笠
原
ペ
ア
。「
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、

プ
レ
ー
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
成

長
を
伝
え
た
い
」。
二
人
は
、
勝
利

と
い
う
最
高
の
形
で
恩
返
し
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

三
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
世

界
選
手
権
の
帰
国
報
告
会
を
終
え
、

コ
ー
チ
と
し
て
随
行
し
て
く
れ
た

小
笠
原
選
手
か
ら
の
手
紙
に
、
平

と
を
肌
で
強
く
感
じ
た
。
カ
ー
リ

ン
グ
大
国
の
カ
ナ
ダ
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
、
リ
ン
ク
に
よ
り
大
き
く

変
わ
る
ス
ト
ー
ン
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ャ
ン
ス
を

も
の
に
で
き
る
点
が
長
け
て
い
た
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
今
後
の
課
題
」

と
苫
米
地
さ
ん
は
分
析
す
る
。

　

二
人
が
カ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た

の
は
八
年
前
。
長
野
五
輪
で
注
目

さ
れ
た
カ
ー
リ
ン
グ
を
二
戸
地
域

で
盛
り
上
げ
よ
う
と
五
輪
で
活
躍

し
た
敦
賀
選
手
、
小
笠
原
（
旧
姓
：

小
野
寺
）
選
手
が
二
戸
市
に
来
訪
。

二
人
は
教
室
に
参
加
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
楽
し
さ
な
ど

カ
ー
リ
ン
グ
の
魅
力
を
学
び
、
本

格
的
に
競
技
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。

　

チ
ー
ム
岩
手
を
仲
間
と
結
成
し
、

苫
米
地
さ
ん
は
県
職
員
、
平
さ
ん

は
会
社
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を

選
手
の
ほ
ほ
に
熱
い
涙
が
伝
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
え
、
負
け

た
悔
し
さ
、
申
し
訳
な
さ
…
。
そ

し
て
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
た

の
は
私
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
、
い
ろ
い
ろ
想
い
が
巡
り
、

自
然
と
あ
ふ
れ
た
」
と
平
さ
ん
は

照
れ
く
さ
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

苫
米
地
さ
ん
は
「
忙
し
い
中
、

快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
職
場
の

方
、
町
、
町
内
会
、
友
達
、
親
戚

…
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
の
お

か
げ
で
世
界
選
手
権
に
出
場
で
き

た
。
母
親
に
は
、
無
理
を
承
知
で

応
援
を
お
願
い
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
ま
で
来
て
も
ら
っ
た
。
う
れ
し

か
っ
た
」
と
感
謝
に
尽
き
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
十
一
月
ま
で
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
。
二
人
は
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
プ
レ
ー
の
映
像
な
ど
を

見
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
、
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
る
。

　
「
地
域
に
感
謝
の
意
味
で
も
、
老

若
男
女
が
楽
し
め
る
カ
ー
リ
ン
グ

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

二
人
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
あ
の
日

の
敦
賀
、
小
笠
原
選
手
の
よ
う
に
。

春
、
躍
動
の
季
節
。

今
年
も
町
に
は
世
界
、
全
国
、
地
域
を
舞

台
に
、
活
躍
す
る
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

子ね

年
の
四
月
、

こ
の
人
た
ち
に
チ
ュ
ー
目
、

き
ら
り
一

い
ち
の
へ
び
と

戸
人
特
集
で
す
。

Kirari  Special 01

▼ミックスダブルス世界選手権で日の丸を背負い、日本代表として世界を舞台に活躍する苫米地、平両選手
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苫米地賢司さん
チーム岩手　高善寺字野田

平　美智子さん
チーム岩手　二戸市

大
変
な
思
い
を
し
て
い
た
の
は
、

私
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

世
界
と
互
角
に
わ
た
り
あ
え

る
こ
と
を
、肌
で
強
く
感
じ
た
。

◉たいら　みちこ　
職業：会社員　
昭和 55年生まれ 28歳
趣味はテニス　
好きな食べ物：ラーメン

◉とまべち　けんじ　
職業：県職員　
昭和 53 年生まれ 29 歳
趣味はテニス、ゲーム
好きな食べ物：春巻　

◉フィンランドで行われたミッ
クスダブルス世界選手権で奮闘
する苫米地、平両選手（写真提供：
浪岡正行県カーリング協会長）
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二
月
に
新
潟
県
十
日
町
市
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
ス

キ
ー
大
会
女
子
距
離
５
㌔
ク
ラ
シ

カ
ル
で
三
位
に
入
賞
し
た
西
舘
真

紀
さ
ん
。
現
在
は
合
宿
や
大
会
が

続
く
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、

陸
上
部
で
の
長
距
離
や
駅
伝
に
取

り
組
む
日
々
が
続
く
。

　

西
舘
さ
ん
は
、
今
年
の
冬
を
振

り
返
り
、「
夏
場
に
陸
上
の
走
り
込

み
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ

か
り
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は

三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
結
果
は
残

せ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
国

体
、
選
抜
対
大
会
で
は
入
賞
を
逃

し
、
今
の
時
点
で
は
悔
し
い
気
持

ち
の
方
が
大
き
い
」
と
唇
を
か
む
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
を
始

め
た
の
は
小
学
校
一
年
の
時
。「
物

心
が
つ
い
た
時
に
は
ス
キ
ー
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
二
年

間
は
滑
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

年
こ
ろ
か
ら
大
会
で
入
賞
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
な
つ
か
し

そ
う
に
話
す
。
地
域
の
ス
キ
ー
関

係
者
の
熱
心
な
指
導
や
、
仲
間
に

も
恵
ま
れ
た
。
地
域
の
人
か
ら
今

も
温
か
い
声
を
掛
け
て
も
ら
う
。

　

高
校
進
学
で
悩
ん
だ
時
も
奥
中

山
か
ら
盛
岡
南
高
等
学
校
に
進
ん

だ
先
輩
と
リ
レ
ー
が
組
め
る
こ
と

を
考
え
、
進
学
を
決
意
し
た
。「
一

年
生
の
冬
、
そ
の
先
輩
方
と
三
人

で
チ
ー
ム
を
組
み
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
七
位
に
入
賞
で
き
た
。
そ
れ

が
、
す
ご
く
良
い
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
に
こ
や
か

に
ほ
ほ
笑
む
。

　
「
夏
は
体
力
、
筋
力
を
つ
け
、
冬

の
ス
キ
ー
で
は
技
術
を
身
に
付
け
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
け
で
な
く
、
国

体
で
も
入
賞
し
た
い
。
そ
し
て
、

表
彰
台
の
一
番
高
い
場
所
に
一
度

だ
け
で
も
立
っ
て
み
た
い
ん
で
す
。

そ
れ
が
支
え
て
く
れ
る
人
へ
の
恩

返
し
」
と
抱
負
を
語
る
西
舘
さ
ん
。

　

高
校
生
と
し
て
、
最
後
の
シ
ー

ズ
ン
が
幕
を
開
け
る
。

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
女
子
距
離
５
㌔

ク
ラ
シ
カ
ル
で
三
位
に
入
賞
を
果
た
し
た

表
彰
台
の
一
番
高
い
場
所
に
、

一
度
だ
け
で
も
立
っ
て
み
た
い

西舘 真紀さん
盛岡南高等学校3年　中山字切掛

◉にしだて   まき／
17 歳／中学ではス
キー部・陸上部に所
属／趣味は音楽鑑賞
／好きな教科：体育
／好きな食べ物：奥
中山の乳製品

M
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k
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シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
南
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
ボ
リ
ビ
ア
に
赴
く
鈴
木
義
彦
さ

ん
は
、
二
〇
一
〇
年
の
三
月
ま
で

の
二
年
間
、
現
地
の
生
乳
加
工
工

場
で
乳
室
管
理
体
制
の
改
善
指
導

な
ど
を
行
う
た
め
日
本
を
旅
立
つ
。

　

い
わ
て
奥
中
山
農
協
で
家
畜
人

工
授
精
や
生
産
管
理
な
ど
に
携

わ
っ
た
鈴
木
さ
ん
。
昨
年
二
月
に

勇
退
し
、「
人
生
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
と
し
て
、
長
年
培
っ
た
技
術
を
、

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的

に
実
践
し
た
い
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）
に
応
募
し
た
。

　
「
実
は
、
長
男
の
嫁
さ
ん
と
そ
の

お
父
さ
ん
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
考
え
た
が
、
地
域
の
知
識
、
技

術
は
十
分
。
多
く
の
方
か
ら
育
て

て
い
た
だ
い
た
知
識
、技
術
を
も
っ

と
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
へ
還
元
で

き
れ
ば
、
と
考
え
た
」
と
話
す
。

　

現
地
に
は
、
現
時
点
で
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
現
地
事
務
所
は
あ
る
も

の
の
、
一
人
暮
ら
し
で
自
炊
を
行

う
予
定
。

　
「
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
部
分
が
多
く
、
日
本
で
平
和
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
気
を
引
き
締

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

　

続
け
て
「
技
術
は
教
え
て
終
わ

り
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
自
立

し
、
実
践
で
き
て
技
術
と
し
て
な

り
立
つ
。
地
球
の
裏
側
に
住
む
現

地
の
人
た
ち
と
、
そ
の
気
持
ち
を

共
有
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
築
い
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
自

分
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
」

と
力
強
く
語
る
。

　

現
地
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
む

こ
と
も
楽
し
み
と
い
う
鈴
木
さ
ん
。

　
「
今
回
の
こ
と
は
子
供
た
ち
は
大

賛
成
。
家
内
は
消
極
的
な
賛
成
と

い
う
感
じ
。心
配
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
」
と
し
み
じ
み
と
振
り
返
る
。

　

家
族
の
思
い
を
胸
に
旅
立
つ
。

鈴木 義彦さん
JICAシニアボランティア　奥中山字西田子

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、乳
質
管
理
体
制
の
改
善
指

導
の
た
め
、
ボ
リ
ビ
ア
に
赴
く

地
球
の
裏
側
で
、築
き
上
げ
て

い
き
た
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

          一戸人
きらり

◉すずき　よしひこ／ 55 歳／稚内市の農協勤務後、いわて奥中
山農協で、家畜人工授精や生産管理、経営管理など畜産酪農分野
の指導全般に携わる。昨年 2月に退職。同年 4月に JICA（国際
協力機構）に応募し、今年の 4月から 2年間ボリビアで活動する
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全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
（
三
月
二
十
八
〜
三
十

日
・
東
京
都
）
女
子
団
体
の
部
に

出
場
し
た
福
岡
高
等
学
校
弓
道
部
。

　

一
月
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
東

北
高
校
選
抜
大
会
で
は
準
優
勝
、

部
員
み
ん
な
の
夢
、
全
国
の
晴
れ

舞
台
に
町
出
身
の
坂
本
裕
美
さ
ん

と
觸
澤
唯
さ
ん
が
立
っ
た
。

　
「
予
選
突
破
」
を
合
言
葉
に
、
全

国
大
会
に
出
場
し
た
感
想
を
坂
本

さ
ん
は
「
気
持
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
た
が
、
体
は
が
ち
が
ち
で
し

た
」
と
話
し
、
觸
澤
さ
ん
は
「
初

め
て
の
全
国
大
会
で
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
先
生
や
み
ん
な
が
い
て
、

心
強
か
っ
た
」
と
話
す
。

　

結
果
は
参
加
五
十
チ
ー
ム
か
ら

上
位
十
六
チ
ー
ム
が
本
選
へ
進
む

予
選
で
、
福
岡
高
校
は
十
二
射
中

八
中
と
健
闘
し
た
が
、
惜
し
く
も

十
七
位
で
無
念
の
涙
を
飲
ん
だ
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
結
果
は
満
足
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
次

に
生
き
る
経
験
に
な
っ
た
。
も
っ

と
練
習
し
て
全
国
で
も
安
心
で
き

る
自
信
を
つ
か
み
た
い
」
と
話
し
、

觸
澤
さ
ん
は
「
決
勝
戦
を
観
戦
し

た
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は

感
動
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
も
良
い
練
習
が
で
き
て
い
る

し
、
時
間
を
大
切
に
し
て
自
信
を

養
い
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

二
人
の
恩
師
で
、
弓
道
の
魅
力

を
教
え
て
く
れ
た
高
橋
良
子
先
生

（
高
体
連
弓
道
専
門
部
長
）
は
三
月

で
定
年
を
迎
え
た
。
先
生
の
花
道

を
飾
る
た
め
に
も
今
回
の
全
国
大

会
出
場
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

　

奥
中
山
か
ら
電
車
で
は
間
に
合

わ
な
い
朝
練
習
の
送
迎
や
経
済
的

な
負
担
、
二
人
と
も
、
家
族
や
応

援
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
と
話
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
や
成
長
し
た
姿

を
示
す
た
め
に
、
合
言
葉
は
「
も

う
一
度
全
国
に
」。
二
人
は
、
今
日

も
弓
道
場
で
、
練
習
に
励
む
。

明
治
神
宮
至
誠
館
弓
道
場
で
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に
出
場

も
う
一
度
、全
国
大
会
を
目
指
す

觸澤唯さん・坂本裕美さん
宇別字椛木平　福岡高等学校3年　中山字上家向

時
間
を
大
切
に
し
、自
信
を
養
う

◉ふれさわ　ゆい／ 17 歳／中学ではバレー
部・陸上部に所属／趣味は運動／好きな教科：
理科／好きな食べ物：地元の野菜

◉さかもと　ゆみ／ 17 歳／中学ではバスケ
部・スキー部・陸上部に所属／趣味はスポー
ツ／好きな教科：体育／好きな食べ物：レタス
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平
成
十
九
年
度
学
校
給
食
調

理
コ
ン
ク
ー
ル
の
自
由
献

立
部
門
で
久
慈
二
戸
地
域
の
代
表

で
参
加
し
た
一
戸
町
食
育
セ
ン

タ
ー
は
、
最
高
賞
の
岩
手
県
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
に
続
く
岩
手
県

学
校
給
食
研
究
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
。
受
賞
は
昭
和
四
十
七
年
以

来
二
回
目
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、県
内
八
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
が
学
校
栄
養
教
諭
、
学

校
栄
養
職
員
、調
理
員
で
メ
ン
バ
ー

構
成
し
、
腕
を
競
う
。

　

献
立
は
、
小
学
校
中
学
年
を
対

象
に
四
人
分
作
成
し
、
審
査
基
準

は
①
独
創
性
、
普
及
性
（
実
際
に

実
施
可
能
な
も
の
）
②
安
全
性
が

配
慮
さ
れ
た
も
の
③
地
域
の
特
性

を
ふ
ま
え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
献
立
作
成
の
狙
い
が
明
確

で
あ
る
も
の
で
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

町
食
育
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た

献
立
は
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
入
り
カ

レ
ー
ピ
ラ
フ
、
コ
ー
ン
入
り
ス
ー

プ
（
い
な
き
び
入
り
）、
チ
キ
ン
パ

プ
リ
カ
焼
き
、野
菜
の
え
ご
ま
ソ
ー

ス
が
け
、
牛
乳
、
り
ん
ご
。

　

学
校
栄
養
職
員
の
猿
舘
た
ゑ
子

さ
ん
は
「
一
戸
ら
し
い
雑
穀
を
取

り
入
れ
た
献
立
。
ア
マ
ラ
ン
サ
ス

が
バ
タ
ー
に
合
う
こ
と
に
着
目
、

古
く
か
ら
あ
る
雑
穀
の
イ
メ
ー
ジ

を
現
代
的
な
形
で
取
り
入
れ
た
。

ス
ー
プ
に
と
ろ
み
を
つ
け
る
た
め
、

口
ざ
わ
り
の
良
く
栄
養
価
の
高
い

い
な
き
び
を
加
え
た
。
え
ご
ま
も

チ
キ
ン
も
地
場
産
。
パ
プ
リ
カ
で

洋
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
」
と
話
す
。

　

注
目
は
そ
の
材
料
費
。
出
品
し

た
全
献
立
の
平
均
は
二
四
三
・
一
四

円
に
対
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
献
立

は
一
八
一
・
六
五
円
。

　

猿
舘
さ
ん
は
「
子
供
た
ち
に
雑

穀
文
化
を
残
し
、
新
し
い
食
文
化

を
創
り
上
げ
た
い
。
子
供
た
ち
が

喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
の
は
、
本

当
に
う
れ
し
い
で
す
よ
」
と
話
す
。

　

価
値
あ
る
給
食
が
こ
こ
に
あ
る
。

一戸町食育センター
モットーは「安全でおいしい」　一戸字砂森

平
成
19
年
度
の
学
校
給
食
調
理

コ
ン
ク
ー
ル
で
岩
手
県
学
校
給

食
研
究
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た

子
供
た
ち
に
雑
穀
文
化
を
残
し
、

新
し
い
食
文
化
を
創
り
上
げ
た
い

◉職員 24 名。これまで岩手県学校給食会長賞（昭和 47 年）、一
戸町長表彰（平成 5年）、文部大臣賞（平成 5年）など受賞多数。
毎朝 8時から調理を開始し、町内 7小学校・5中学校、1保育所、
1児童館に 1,326 食（平成 19年度）の給食を子供たちへ届ける

          一戸人
きらり
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ま
ち
づ
く
り
の
取
組
方
針
（
開
発

計
画
・
地
域
づ
く
り
・
住
民
協
働
・

情
報
化
）

　

平
成
十
一
年
度
か
ら
の
第
四
次

一
戸
町
総
合
開
発
計
画
が
最
終
年

度
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
に
は
、
新
た
な

第
五
次
一
戸
町
総
合
開
発
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
す
が
、
地
域
社

会
の
存
立
基
盤
を
し
っ
か
り
つ
か

む
長
期
に
わ
た
る
一
戸
町
の
進
路

を
、
住
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
あ

げ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

計
画
策
定
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
習

慣
の
変
革
の
た
め
に
は
住
民
主
体

で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

激
し
く
変
化
す
る
情
勢
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
十

年
間
と
し
て
い
た
計
画
期
間
を
四

年
間
に
設
定
す
る
な
ど
、
分
か
り

や
す
く
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
活
動
自
立
促
進
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
の
町
独
自
事

業
や
、
外
部
団
体
が
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど
の
事

業
を
紹
介
し
な
が
ら
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
地
域
課
題
の

発
見
と
そ
の
対
応
、
財
源

の
確
保
、
そ
し
て
人
材
発

掘
な
ど
、
各
地
域
が
独
自

に
取
り
組
む
よ
う
な
機
運

が
着
実
に
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
は
実
感
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
事
業
の
成
果

と
し
て
評
価
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏

ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、

地
域
と
町
の
信
頼
関
係
の

構
築
が
重
要
で
す
。
地
域

と
い
う
現
場
に
出
向
き
、

そ
こ
で
直
接
住
民
と
話
を

す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
常
々
職
員
に
指
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
基
本
と

し
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
予
算
面
で
の
支
援

も
重
要
で
す
が
、
地
域
活
動
の
好

事
例
の
公
表
や
地
域
間
の
意
見
交

流
、
行
政
情
報
の
直
接
の
提
供
を

目
的
と
し
た
会
議
を
開
催
し
、
地

域
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
五
年
間
を

目
標
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
一
戸

町
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
実
施
計

画
は
、
実
施
期
間
が
残
り
二
年
度

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
状
況
は
、
設
定
し

た
目
標
三
十
二
項
目
に
対
し
70
％

の
達
成
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

継
続
中
の
項
目
は
、
二
十
年
度

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
評
価

と
現
下
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
な

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

三
月
の
町
議
会
定
例
会
で
町
長
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
、
冒
頭
で
、

「
今
、
大
き
な
、
か
つ
、
荒
い
波
が
予
想
以
上
に
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
従
来
の
過
疎
化
、
少
子
化
、
財
政
難
等
の
内

在
的
な
も
の
に
加
え
て
、
各
資
材
の
大
幅
な
高
騰
や
農
協
合
併
と
い
う
外
在
的
、
ま
た
、
国
際
的
な
波
の
影
響
が
は
っ

き
り
と
現
れ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
年
度
は
、そ
の
中
で
一
戸
町
と
い
う
地
域
社
会
の
存
立
基
盤
を
手
さ
ぐ
り
で
も
し
っ

か
り
つ
か
ん
で
い
く
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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↑来田地区振興会がコミュニティ助成事業で整備したゲートボール場

一
戸
町
総
合
開
発
計
画

平
成
十
一
年
度
を
初
年
度
と
し
、

二
十
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
町

の
最
上
位
の
計
画
。
ま
ち
づ
く
り

の
町
民
の
共
通
目
標
や
財
政
の
基

本
指
針
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。

地
域
活
動
自
立
促

進
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

各
地
域
の
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化

用

語

解

説



応
に
つ
い
て
悩
み
や
相
談
が
な
い

か
調
査
す
る
な
ど
、
情
報
の
収
集

と
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
な

が
ら
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

　

生
ま
れ
育
ち
、
そ
こ
で
暮
ら
し
、

生
涯
を
終
え
る
過
程
で
誰
も
が
願

う
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
で
あ
り

安
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
環
境
で

す
。

　

町
民
の
皆

様
が
、
健
康

を
維
持
し
元

気
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る

よ
う
、
各
地

が
ら
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
が
、
二
十
一
年
度
以
降
の

財
政
需
要
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
収
入
確
保
策
、
事
業
の
厳
選

及
び
経
費
削
減
な
ど
を
目
的
と
し

て
実
施
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し

ま
す
。
残
り
の
30
％
に
つ
い
て
も
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
品
質
改
善
運
動
な

ど
と
併
せ
、
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、
町
の
公

共
交
通
体
系
を
再
構
築
す
る
も
の

で
あ
り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
を

第
一
に
、
併
せ
て
将
来
と
も
安
定

し
て
継
続
で
き
る
経
営
主
体
の
組

織
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係

者
と
の
話
し
合
い
を
進
め
、
本
年

秋
に
試
験
運
行
を
開
始
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
こ
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通

は
、
町
に
お
い
て
は
新
た
な
試
み

で
も
あ
る
の
で
、
事
前
の
周
知
や

各
地
区
で
の
利
用
方
法
の
説
明
な

ど
を
き
め
細
や
か
に
行
な
い
、
よ

り
多
く
の
住
民
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
は
、昨
年
、一
戸
、

小
鳥
谷
、姉
帯
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

敷
設
や
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
携
帯
電
話
向
け
の
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
加
え
て
、
現
在
開
設
し
て
い

る
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
見
直

し
に
も
着
手
し
て
お
り
、
本
年
六

月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
機
能
を
活
用

し
、
カ
メ
ラ
の
画
像
を
介
し
、
住

民
の
健
康
相
談
や
災
害
に
備
え
て

の
河
川
等
危
険
箇
所
の
遠
隔
監
視
、

あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯

電
話
を
利
用
し
た
広
聴
活
動
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
住
民
か
ら

の
情
報
の
流
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に

最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

昨
年
八
月
に
は
折
爪
岳
か
ら
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
電
波
が
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
個
々
の
世
帯
の
電
波

受
信
状
況
な
ど
、
町
内
の
事
業
者

か
ら
の
協
力
を
得
て
情
報
を
収
集

し
、
共
同
受
信
組
合
な
ど
へ
の
対

域
に
出
向
き
健
康
づ
く
り
教
室
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

多
く
の
地
域
で
実
施
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

保
健
事
業
は
、
平
成
二
十
年
四

月
か
ら
保
険
者
ご
と
に
特
定
健
診
、

特
定
保
健
指
導
を
義
務
づ
け
た
健

診
の
制
度
が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
、
解
消
に
重
点
を
お
い
た

健
診
と
な
る
こ
と
か
ら
、
健
診
は

自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
絶

好
の
機
会
と
位
置
づ
け
、
行
動
変

容
に
つ
な
が
る
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

母
子
保
健
は
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
妊
婦
の
無
料
健
診
の
回
数
を

増
や
し
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
乳
幼
児
健
診
や
母
子
相

談
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
と
し
て
、
育
児
支
援

教
室
の
開
催
や
育
児
サ
ー
ク
ル
活

◉町長施政方針（要旨1）

↑新たな健診の制度（特定健診）が始まりました

↑昨年度の 3月議会で行った議会中継システム

↑学童保育で行うさまざまな取り組み

す
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
。
特

徴
は
そ
れ
そ
れ
の
団
体
が
審
査
員

の
前
で
発
表
し
、
結
果
に
基
づ
き
、

補
助
額
を
確
定
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

地
域
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と

も
に
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
普
及
広

報
の
収
入
を
財
源
に
行
う
事
業
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通

事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
た
方

の
家
や
指
定
す
る
場
所
を
順
次
回

り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地

で
下
ろ
す
「
乗
り
合
い
」
方
式
の

交
通
シ
ス
テ
ム
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー

ガ
ラ
ス
な
ど
の
細
い
繊
維
で
で
き

た
光
を
通
す
通
信
ケ
ー
ブ
ル
。
電

気
信
号
を
流
し
て
通
信
す
る
メ
タ

ル
ケ
ー
ブ
ル
に
比
べ
て
信
号
の
減

衰
が
少
な
く
、
長
距
離
で
の
デ
ー

タ
通
信
が
可
能
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
肥
満
・

腹
部
肥
満
）
に
高
血
糖
・
高
血
圧
・

高
脂
血
症
の
う
ち
２
つ
以
上
を
合

併
し
た
状
態
。
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動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
は
、
小
学
校
低
学
年

を
対
象
と
し
た
学
童
保
育
と
保
育

所
に
お
け
る
乳
児
保
育
・
延
長
保

育
・
障
害
児
保
育
・
一
時
保
育
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
保
育
施
設
な
ど
の
環

境
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
業
務

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
に
よ
る
「
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
に
お
い
て
、
虐

待
を
受
け
て
い
る
児
童
の
早
期
発

見
と
保
護
な
ど
に
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
は
介
護
保
険

制
度
に
お
い
て
、
保
健
事
業
や
介

護
予
防
事
業
を
通
じ
て
、
要
介
護

者
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
継
続
し

て
最
も
力
を
入
れ
る
べ
き
事
業
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

地
域
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
活

動
を
通
し
て
、
予
防
事
業
の
普
及
、

支
援
に
取
り
組
み
元
気
な
高
齢
者

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
激
変
緩
和
措
置
や
経
過

措
置
を
含
め
制
度
の
普
及
に
努
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
方
々
が

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、

平
成
十
九
年
度
の
医
療
給
付
費

が
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
ま
す
と

十
二
億
五
千
万
円
で
、
前
年
よ
り

四
千
万
円
ほ
ど
多
く
な
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
平
成
二
十
年
度
に
お

い
て
も
、
さ
ら
に
４
〜
５
％
伸
び

る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
、
議
員
各
位

と
被
保
険
者
な
ど
、
町
民
の
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
保
険
税
の
税
率

改
正
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、

平
成
二
十
年
度
の
国
保
税
は
、
応

益
割
と
応
能
割
の
比
率
の
見
直
し

も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
総

額
で
は
現
在
の
ま
ま
で
運
営
で
き

る
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
新
た
に
始
ま
り
ま
す

の
で
、
こ
の
新
制
度
が
円
滑
に
施

行
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
分
野　

水
道
事
業
は
、
平

糠
地
区
の
水
道
工

事
が
平
成
十
九
年

度
で
完
了
し
、
対
象

世
帯
58
戸
の
う
ち

47
戸
が
す
で
に
給

水
工
事
を
終
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
事
業
と
し
て

は
、
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
事
業
の
拡
張
計
画

は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
今
後
は
設
備
の

老
朽
化
対
策
と
経
費
の
節
減
を
目

指
し
た
維
持
管
理
対
策
、
さ
ら
に

は
災
害
対
策
が
課
題
と
な
り
ま
す

の
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
み
、

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
の
収
支
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
、

約
一
千
九
百
万
円
の
純
利
益
を
予

定
し
、
累
計
で
約
二
億
円
の
利
益

剰
余
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
水
道
事
業
に
お
い
て

も
人
口
の
減
少
は
大
き
く
影
響
し

て
お
り
、
水
道
料
収
入
は
毎
年
減

少
を
続
け
て
い
ま
す
し
、
給
水
区

域
の
拡
張
に
伴
い
、
そ
の
収
入
の

三
分
の
二
が
借
入
金
の
返
済
に
消

え
る
状
況
で
、
経
営
的
に
は
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き
効
率

的
な
経
営
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

汚
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

は
じ
め
に
公
共
下
水
道
事
業
で
す

が
、
排
水
可
能
な
区
域
が
145　
ha
に

拡
大
さ
れ
、
町
の
中
心
部
は
お
お

む
ね
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

使
用
開
始
し
た
区
域
の
水
洗
化
状

況
は
、
接
続
戸
数
598
戸
、
水
洗
化

率
44.0
％
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

↑地域の自主的な健康づくり活動を支援します

↑地域水道ビジョンを策定します

介
護
予
防
事
業　

主
に
高
齢
者
が
、
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
を
未
然
に
防
ぎ
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た

め
の
事
業
。

一
般
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
各

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
教
室
や
、

運
動
・
栄
養
・
口
腔
・
閉
じ
こ
も
り
・

認
知
症
・
う
つ
病
予
防
な
ど
高
齢

者
の
状
況
応
じ
た
教
室
や
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

今
年
の
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
75

歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と

す
る
他
の
健
康
保
険
と
は
独
立
し

た
医
療
制
度
。

地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

今
後
も
安
全
・
快
適
な
水
道
水
を

供
給
し
続
け
る
た
め
、
当
町
の
水

道
事
業
の
現
状
と
将
来
見
通
し
を

分
析
・
評
価
し
た
上
で
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
方
策
な
ど
を
作
成
し
公
表

す
る
も
の
。

用

語

解

説
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き
水
洗
化
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
建
設
事
業
は
、

使
用
料
収
入
の
増
加
を
目
指
し
、

投
資
効
率
が
よ
り
高
い
地
区
か
ら

順
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
北
舘
、

平
田
沢
、砂
森
地
区
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
中
山
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
の
水
洗
化
率
は
73.9
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
64
基
設
置
し
、
平
成
二
十
年

度
は
20
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
共
下
水
道
に
よ
り

実
施
予
定
で
し
た
小
鳥
谷
、
姉
帯

地
区
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら

浄
化
槽
事
業
で
整
備
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
重
点
的

に
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
は
、
平
成
二
十
九

年
度
の
稼
動
に
向
け
、
二
戸
地
区

と
久
慈
地
区
の
合
同
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
は
九
戸
村
が
有
力

で
す
が
、
当
町
か
ら
は
現
有
施
設

で
あ
る
二
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
と
比
べ
、
位
置
的
に
遠
く
な

る
た
め
、
輸
送
コ
ス
ト
も
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
係
る
分
担
金
は
、

ご
み
の
搬
入
量
に
応
じ
て
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
経
費
節

減
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
あ

り
、
単
純
で
す
が
最
も
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
の

中
で
、
特
に
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

は
、
台
所
か
ら
の
生
ご
み
で
あ
り

ま
す
「
厨
芥(

ち
ゅ
う
か
い)

ご

み
」
が
約
半
分
を
占
め
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
生
ご
み
を
ど
う
処
理
す
る
か
、

こ
の
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
従
来
の
焼
却
処
理
か
ら

コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
動
生
ご
み
処
理

機
に
よ
り
堆
肥
化
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
一
歩
進

ん
で
バ
イ
オ
ガ
ス
化
あ
る
い
は
乾

燥
し
て
燃
料
化
す
る
な
ど
全
量
の

資
源
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
燃
物
か
ら
生
ご
み
が

全
て
取
り
除
か
れ
る
と
す
る
と
、

残
り
の
可
燃
物
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

紙
類
）
が
、
燃
料
と
し
て
再
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
点
も
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

新
処
理
施
設
の
建
設
計
画
が
動

き
始
め
た
今
を

ご
み
処
理
の
転

換
期
と
捉
え
、

意
識
改
革
の
ス

タ
ー
ト
の
年
に

し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後

は
町
衛
生
班
連

合
会
を
は
じ
め

と
し
た
住
民
組

織
と
共
に
ご
み

の
減
量
化
や
資

源
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

生
活
基
盤
分
野

　

国
道
４
号
小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス
は
、

三
月
に
使
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
付
け
替
え
道
路
と
し
て

改
良
し
ま
し
た
野
中
女
鹿
口
線
、

藤
島
線
も
合
わ
せ
て
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
る
ほ
か
、
バ
イ
パ
ス
に

取
り
付
く
県
道
一
戸
葛
巻
線
も
、

バ
イ
パ
ス
開
通
に
合
わ
せ
て
使
用

開
始
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
交

通
環
境
の
改
善
が
大
き
く
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
ま
す
。

　

国
道
４
号
は
、
小
鳥
谷
に
架
か

る
「
野
中
橋
」
が
老
朽
化
に
伴
っ

て
架
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

三
月
末
ま
で
に
仮
橋
が
架
け
ら
れ
、

平
成
二
十
一
年
度
末
の
完
成
に
向

け
工
事
を
進
め
る

と
聞
い
て
い
ま
す

の
で
、
早
期
完
成

に
向
け
、
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

鳥
海
線
整
備
は
、

明
り
部
の
道
路
改

良
工
事
と
、
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
発
注

を
行
な
い
、
平
成

二
十
二
年
度
の
完

成
に
向
け
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
県
代
行
で

実
施
し
て
ま
す
「
い
わ
て
子
ど
も

の
森
」
関
連
道
路
は
、
二
十
一
年

度
の
完
成
に
向
け
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
戸
山
形
線
は
、
平
成
二
十
年

度
、
堂
ノ
前
橋
架
け
替
え
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
営
街
路
事
業
上
野
西
法
寺
線

◉町長施政方針（要旨２）

↑ゴミの減量が、経費節減に最も効果的と考えます

↑3月に行われた国道4号小鳥谷バイパスウォーク

コ
ン
ポ
ス
ト

生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
化
さ

せ
る
容
器
。
衛
生
班
連
合
会
で
、

安
く
あ
っ
せ
ん
販
売
し
て
い
ま

す
。

バ
イ
オ
ガ
ス

家
畜
排
せ
つ
物
や
生
ご
み
な
ど
を

微
生
物
が
分
解
す
る
際
に
発
生
す

る
ガ
ス
。
ガ
ス
燃
料
と
し
て
、
発

電
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
に
使
用
で
き

ま
す
。

国
道
４
号
小
鳥
谷
バ
イ
パ
ス

小
鳥
谷
の
中
村
地
区
か
ら
野
中
地

区
ま
で
の
2.6
㌔
が
三
月
十
五
日
に

開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

交
通
混
雑
の
緩
和
・
解
消
や
沿
道

環
境
の
改
善
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
㌻
～
参
照
）

◉一戸町携帯ホームページがドコモ社

　の公式サイトに

　4月7日から一戸町の携帯電話版
ホームページがらNTTドコモ社の公
式サイトとなります。ｉモード→ｉＭ
ｅｎｕ→メニューリスト→タウン情報
/行政からご覧ください。
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の
第
二
期
工
事
は
、
平
成
二
十
年

度
に
完
成
し
、
幅
員
17
ｍ
（
両
側

歩
道
４
ｍ
）、
延
長
536
ｍ
が
開
通
予

定
で
、
第
二
期
分
の
事
業
費
は
約

十
八
億
円
で
す
。
引
続
き
第
三
期

工
事
に
つ
い
て
も
県
営
事
業
と
し

て
早
期
着
工
さ
れ
る
よ
う
、
ま
ず

は
町
で
予
備
調
査
を
実
施
し
、
コ

ス
ト
削
減
案
を
提
示
す
る
な
ど
強

力
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

身
近
な
公
園
整

備
と
し
て
計
画
し

て
い
る
（
仮
称
）

砂
森
緑
地
公
園
は
、

平
成
十
九
年
度
か

ら
住
民
と
協
働
に

よ
る
取
り
組
み
を

開
始
し
て
お
り
、

住
民
の
理
解
と
満

足
度
が
向
上
す
る

公
園
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

産
業
振
興
分
野

　

農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
原
油
高
や
飼
料
の

高
騰
な
ど
に
加
え
、
県
下
六
Ｊ
Ａ

構
想
に
基
づ
く
農
協
の
広
域
合
併

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の

課
題
や
問
題
を
抱
え
、
大
変
困
難

な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
確

立
に
向
け
た
挑
戦
も
始
ま
っ
て
お

り
、
新
し
い
希
望
の
芽
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
町
の
魅

力
や
特
色
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出

し
、
競
争
力
を
高
め
、
農
業
所
得

の
向
上
に
結
び
つ
く
よ
う
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昨

年
、
地
球
温
暖

化
へ
の
対
応
策

と
し
て
取
り
組

ん
だ
高
森
牧
野

で
の
レ
タ
ス
栽

培
は
、
予
想
を

上
回
る
一
・
六

倍
の
収
量
を
上

げ
て
お
り
、
今

年
度
も
こ
の
試

験
栽
培
を
継
続

拡
大
し
、
さ
ら
に
検
証
を
深
め
実

践
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
の
生
産
品
目
と

し
て
導
入
し
た
菌
床
し
い
た
け
や

促
成
ア
ス
パ
ラ
も
、
栽
培
規
模
・

販
売
額
と
も
に
町
の
重
要
作
物
に

成
長
し
て
お
り
、
冬
場
の
安
定
し

た
収
入
確
保
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
も
、

最
近
の
燃
料
高
騰
へ
の
対
応
や
他

の
重
点
作
物
も
含
め
た
経
営
規
模

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
県
単
補
助
事
業
を
活
用

し
施
設
整
備
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
と
農
家
収
入
の
増
大

を
目
的
と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し

た
産
直
施
設
に
つ
い
て
も
、「
サ

ラ
ダ
ボ
ウ
ル
・
こ
ず
や
」
が
六
年

連
続
で
販
売
額
一
億
円
の
大
台
を

維
持
し
て
い
ま
す

し
、「
イ
コ
オ
産

直
」
施
設
も
前
年

に
比
べ
伸
び
て
い

ま
す
の
で
、
今
後

も
販
売
額
の
増
加

に
つ
な
が
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
春

に
は
奥
中
山
地
区

に
新
た
な
産
直
施

設
が
オ
ー
プ
ン
予

定
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
開

業
に
向
け
て
支

援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
代
を
担
う

農
業
後
継
者
の

確
保
と
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

新
規
就
農
者
経
営
確
立
支
援
事
業

が
徐
々
に
実
を
結
び
、
新
規
就
農

者
の
生
産
量
・
販
売
額
と
も
に
実

績
を
伸
ば
し
て
お
り
、
二
十
年
度

に
も
一
名
の
新
規
就
農
者
が
ト
マ

ト
栽
培
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
町
内
出
身

の
Ｕ
タ
ー
ン
者
も
新
規
就
農
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
事

業
に
よ
り
、
新

た
な
就
農
者
の

確
保
・
育
成
を

推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

農
業
の
振
興

に
不
可
欠
な
担

い
手
（
認
定
農

業
者
な
ど
）
や

地
域
営
農
リ
ー

ダ
ー
の
確
保
を

図
る
た
め
、
町

主
催
の
研
修
会
・

↑12月に行われた（仮称）砂森緑地公園の記念植樹

↑菌床シイタケにも大きな期待↑6年連続販売額1億円超えるサラダボウル・こずや

砂
森
緑
地
公
園

砂
森
地
区
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
）
に
整
備
予
定
の
公
園
。

面
積
は
約
1.9
㌶
。
今
年
度
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
計
画

の
策
定
を
予
定
。

奥
中
山
地
区
に
新
た
な
産
直
施
設

奥
中
山
地
区
の
国
道
４
号
沿
い
に

五
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
産

直
施
設
。
大
型
車
の
駐
車
場
、
水

洗
ト
イ
レ
完
備
。

認
定
農
業
者

認
定
農
業
者
制
度
は
や
る
気
と
能

力
の
あ
る
農
業
者
が
五
年
後
の
農

業
経
営
の
改
善
を
目
指
す
「
農
業

経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
町

が
認
定
す
る
制
度
。

用

語

解

説
促成アスパラも冬場の　
安定収入の確保に貢献
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講
演
会
を
開
催
し
、
人
材
育
成
に

重
点
を
お
い
た
取
り
組
み
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

集
落
営
農
は
、
昨
年
、
宇
別
地

区
に
農
用
地
利
用
改
善
団
体
が
設

立
さ
れ
て
お
り
、
二
十
年
度
に
は
、

他
地
区
に
も
同
様
の
団
体
の
設
立

に
向
け
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
運
動
に
つ

い
て
も
、
消
費
者
の
信
頼
の
確
保

に
不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
引

き
続
き
こ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
生
産
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
振
興
は
、
肉
用
牛
は
、
家

畜
飼
料
特
別
支
援
資
金
に
よ
る
経

営
の
安
定
化
や
放
牧
を
奨
励
し
、

低
コ
ス
ト
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

　

酪
農
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
草

地
・
林
地
一
体
的
総
合
整
備
事
業

を
導
入
し
、
飼
料
生
産
基
盤
や
生

産
施
設
の
整
備
を
行
い
、
飼
料
自

給
率
の
向
上
に
よ
る
安
定
的
な
経

営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
大
規
模

経
営
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
優
良
後
継
牛
を

育
成
し
て
安
全
で
質
の
高
い
生
乳

生
産
の
拡
大
を
図
り
、
併
せ
て
奥

中
山
高
原
農
協
乳
業
の
再
建
に
向

け
て
も
一
定
の
範
囲
内
で
協
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

林
業
振
興
は
、
間
伐
な
ど
の
推

進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
わ
て
環
境
の
森
林
整
備
事
業
に

よ
る
間
伐
な
ど
の
実
施
と
と
も
に
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

「
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
制

度
」
を
活
用
し
た

森
林
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

基
盤
整
備
は
、

森
林
基
幹
道
「
浪

打
姉
帯
線
」
並
び

に「
安
孫
・
平
糠
線
」

（
旧
緑
資
源
幹
線
林

道
葛
巻
・
田
子
線
）

に
つ
い
て
、
引
き

続
き
事
業
促
進
を

要
請
し
て
い
き
ま

す
。

　

間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
製
材
業
者
と
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
と
の
共
同
研
究
に
よ
る

「
バ
ー
ク
チ
ッ
プ
に
よ
る
製

材
工
場
乾
燥
工
程
で
の
熱
利

用
事
業
」
の
実
証
試
験
が
始

ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活

用
の
推
進
方
策
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

は
、
ダ
ム
・
揚
水
機
場
・
幹

線
用
水
路
な
ど
が
完
成
し
、

約
95
％
の
進
捗
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
既
に
竣
工
し
た
施

設
を
随
時
、
国
か
ら
委
託
を

受
け
る
形
で
使
用
を
開
始
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
、
国
で
設
置
を

行
っ
た
共
同
給
水
栓
７
基
に
よ
り

367 

ha
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
で
施
行
し
た
給
水
栓
（
個
別
23

基
、
共
同
２
基
）
に
よ
り
176 

ha
、

併
せ
て
543 

ha
の
農
地
に
か
ん
が
い

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
国
営
事
業

の
第
一
期
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
管
理
運
営
組
織
と

な
る
土
地
改
良
区
の
設
立
に
向
け

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
係
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

本
格
的
な
水
の
有
効
利
用
に
つ
き

◉町長施政方針（要旨３）

↑安全安心な農畜産物生産を推進していきます

↑畜産振興では、低コスト生産を推進します

↑畑地かんがい用の共同水栓から放水の準備を行う消防団の第9分団

集
落
営
農

集
落
ぐ
る
み
で
農
業
機
械
・
施
設

の
共
同
利
用
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
、
農
作
業
の
分
担
、
計
画
的

な
土
地
利
用
な
ど
を
進
め
、
地
域

全
体
の
生
産
の
効
率
化
を
図
る
な

ど
合
理
的
な
農
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

農
畜
産
物
の
生
産
者
や
生
産
過
程

情
報
、
食
品
加
工
、
流
通
に
関
す

る
情
報
を
各
食
品
に
添
付
し
、
食

品
の
履
歴
を
さ
か
の
ぼ
り
確
認
し

よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
。

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

制
度

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持

続
的
な
発
揮
を
図
る
観
点
か
ら
、

森
林
所
有
者
な
ど
に
よ
る
森
林
施

業
の
実
施
に
不
可
欠
な
地
域
活
動

を
支
援
す
る
制
度
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
は
、
日
本
の
環
境

保
護
政
策
と
科
学
技
術
開
発
の

一
端
を
担
う
独
立
行
政
法
人
。

略
称
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
ネ
ド
）
。
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
技
術
開
発
機
構
と
も
略
称

し
ま
す
。
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ま
し
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
農
協
合
併
に
伴
い
生
じ

る
諸
課
題
へ
の
対
策
は
、
役
場
内

の
部
署
を
横
断
す
る
「
農
協
合
併

課
題
対
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
大

変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
農
家
の

た
め
、
総
合
相
談
窓
口
を
設
け
各

種
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

商
業
は
、
地
元
購
買
力
確
保
の

た
め
、
既
存
商
店
街
と
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
双
方
が
協
力
し
て

取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
映

画
館
「
萬
代
舘
」
で
の
記
念

事
業
を
開
催
し
、
個
性
的
で

魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
二
戸
・
久

慈
両
地
方
振
興
局
、
県
北
地

区
八
市
町
村
、
い
わ
て
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
岩

手
県
県
北
地
域
産
業
活
性

化
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

食
産
業
・
電
子
部
品
産
業
・

造
船
関
連
産
業
の
集
積
を

図
る
取
り
組
み
が
本
格
的

に
始
ま
る
一
方
、
宮
城
県

へ
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
生

産
子
会
社
と
車
両
工
場
の
進
出
、

北
上
市
へ
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の

新
工
場
建
設
な
ど
、
そ
の
経
済
波

及
効
果
は
東
北
各
地
へ
及
ぶ
も
の

と
大
い
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
広
域
的
視
点
に

立
ち
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
関
連

産
業
の
集
積
を

目
指
す
と
と
も

に
、
一
戸
イ
ン

タ
ー
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致

に
向
け
て
、
各

種
優
遇
制
度
の

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

盛
岡
東
京
電
波
株
式
会
社

一
戸
工
場
は
、
酸
化
亜
鉛
単

結
晶
の
生
産
育
成
炉
の
倍
増

計
画
が
予
定
ど
お
り
進
め
ら

れ
、
今
後
の
本
格
稼
働
に
伴

う
雇
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
場
企
業
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
と
併
せ
、
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

産
業
お
こ
し
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

し
、
二
十
年
度
も
こ
れ
ま
で

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う

と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
を

募
集
し
、
起
業
化
に
向
け
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

物
産
振
興
の
取
り
組
み
は
、
地

域
お
こ
し
事
業
振
興
協
議
会
が
行

う「
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」を
支
援
し
、

掲
載
店
舗
・
商
品
の
拡
大
、
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
を

町
内
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
物
産
展
の
開
催
な
ど
を
通
じ

会
員
登
録
を
促
し
、
販
路
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
戸
町
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の

づ
く
り
の
技
術
が
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
優
れ
た
技

術
を
活
か
し
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

な
ど
も
検
討
し
、
一
戸
町
の
伝
統

工
芸
品
と
し
て
全
国
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
は
、「
平
泉
の
文
化
遺
産
」

の
世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
県
内
へ

の
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

「
御
所
野
縄
文
公
園
」
な
ど
町
内
観

↑昨年 9月に、好評を博した萬代舘の「萬代寄
よ

席
せ

」

↑広がる可能性、iショップ事業

↑コミュニティビジネス支援事業を活用した結
ゆい

カフェ（中山字大塚）

映
画
館
「
萬
代
舘
」
で
の
記
念
事
業

萬
代
舘
創
業
百
年
の
節
目
を
迎
え

る
今
年
を
記
念
し
、
行
い
ま
す
。

萬
代
舘
利
活
用
事
業
実
行
委
員
会

主
催
で
映
画
祭
や
寄よ

席せ

な
ど
を

十
一
月
に
行
う
計
画
で
す
。

岩
手
県
県
北
地
域
産
業
活
性
化
協

議
会

地
域
の
産
業
集
積
の
形
成
，
産
業

集
積
の
活
性
化
に
関
し
、
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
地

域
の
産
業
集
積
の
形
成
や
活
性
化

の
た
め
に
計
画
的
な
取
り
組
み
を

行
う
協
議
会
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域

資
源
を
活
用
し
て
、
地
域
の
抱
え

る
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
的
手
法
で
解

決
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を

通
じ
て
、
そ
の
活
動
で
得
た
利
益

を
地
域
に
還
元
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
。

地
域
の
活
性
化
や
新
し
い
雇
用
の

創
出
な
ど
の
面
か
ら
近
年
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
。
経
営
主
体
も
有

限
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
協
同
組

合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ｉ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

用

語

解

説
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光
施
設
へ
の
誘
客
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
地
域

の
特
色
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し

た
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
を
設
け
、
新

た
な
観
光
資
源
の
発
掘
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

上
馬
淵
川
漁
協
が
今
年
行
な
っ

た
菜な

魚な

湖
で
の
わ
か
さ
ぎ
試
し
釣

り
で
は
、
十
一
日
間
で
約
三
千
人

の
入
込
み
数
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
し
い
冬
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
今
後
事
業
拡
大
に
向
け
て
支

援
を
行
な
う
と
と
も
に
、
温
泉
、

ス
キ
ー
場
へ
の
誘
客
に
も
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算
概

要
22
～
23
ペ
ー
ジ
参
照

結
び
に

　

平
成
二
十
年
度
財
政
運
営
は
、

国
の
財
政
動
向
次
第
で
は
大
き
く

影
響
を
受
け
、
楽
観
視
で
き
な
い

状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
副
町
長
を
置
か

な
い
こ
と
や
町
長
の
給
料
の
減
額
、

ま
た
、
職
員
数
に
つ
い
て
も
退
職

者
の
不
補
充
と
い
っ
た
行
財
政
改

革
を
進
め
る
中
で
、
町
職
員
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
そ
の
能
力
開
発
に
十
分

な
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
今
以

上
に
少
な
い
数
で
、
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
少
数
精
鋭
体
制
に
移
行

し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
町
税
な
ど
の
滞
納
対
策

は
、
負
担
す
る
側
の
不
公
平
感
を

取
り
除
く
の
が
最
重
要
で
す
の
で
、

県
の
滞
納
整
理
機
構
と
の
連
携
と

と
も
に
、
二
戸
地
方
振
興
局
税
務

室
と
人
事
交
流
を
行
い
、
適
正
な

滞
納
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
の
動

産
・
不
動
産
な
ど
の

差
押
さ
え
を
含
め
、

徴
収
体
制
を
見
直
し
、

収
納
率
の
向
上
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

現
在
は
、
公
共
的

な
性
格
の
強
い
仕
事

で
あ
っ
て
も
、
必
ず

し
も
公
共
的
団
体
が

そ
れ
を
担
う
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

町
民
に
と
っ
て
一
番

都
合
の
良
い
や
り
方

で
、
よ
り
効
率
的
な

実
施
主
体
を
柔
軟
に

選
択
す
る
こ
と
が
可

◉町長施政方針（要旨４）

↑新しい冬の観光スポットとして、期待される菜
な

魚
な

湖のわかさぎ釣り

↑県と連携し、町内観光施設への誘客を図ります（御所野縄文公園）

↑今年度もよろしくお願いします

能
と
思
い
ま
す
の
で
、
官
民
に
拘

ら
な
い
、
新
た
な
地
域
経
営
の
手

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
以
上
の
事
業
展
開
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
町
が
他
に

誇
れ
る
特
徴
的
な
資
源
や
技
術
を

持
つ
企
業
、
人
材
な
ど
を
探
し
出

す
な
ど
、
町
の
潜
在
能
力
の
可
能

性
を
、
町
民
が
理
解
し
、
自
信
と

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
、
町
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
人
的
支

援
体
制
を
整
え
、
町
内
の
各
地
か

ら
、「
協
働
の
町
づ
く
り
」
が
「
町

民
を
主
人
公
と
し
て
の
運
動
」
と

し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
、
力
強
く

町
政
の
舵
取
り
を
進
め
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
町
民
と
議
会
の
皆

様
に
は
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
事
業
振
興
協
議
会
が

行
う
携
帯
電
話
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
地
域
の
特
産
品
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
販
売
す
る
事
業
。

町
税
な
ど
の
滞
納
対
策

町
税
負
担
の
不
公
平
感
を
取
り
除

く
こ
と
を
最
優
先
に
、
町
単
独
で

も
給
与
、
預
金
、
保
険
な
ど
の
差

し
押
さ
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
戸
地
方
振
興
局
税
務
室
と
人
事

交
流

四
月
か
ら
岩
手
県
二
戸
地
方
振
興

局
税
務
室
か
ら
職
員
が
派
遣
さ

れ
、
町
か
ら
岩
手
県
二
戸
地
方
振

興
局
税
務
室
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。（
28
㌻
参
照
）
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学
校
教
育
の
充
実

子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」、

「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

人
間
性
、
社
会
性
」
を
育
み
、
た

く
ま
し
い
児
童
・
生
徒
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　

基
礎
基
本
を
身
に
つ
け
、
思
考

力
、
表
現
力
、
学
習
意
欲
な
ど
の

向
上
を
図
り
「
生
き
る
力
」
を
育

成
す
る
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。学
力
向
上
推
進
委
員
会
や
ジ
ョ

イ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
学
習
補

助
員
）
の
配
置
な
ど
で
、
一
人
ひ

と
り
の
夢
や
希
望
に
沿
っ
た
確
か

な
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

就
学
前
教
育
は
、
き
わ
め
て
重

要
で
す
の
で
、「
一
の
教
育
」
と
し

て
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
教
育

学
校
経
営
に
お
い
て
は
達
成

目
標
を
明
確
に
掲
げ
、
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
教
育

の
営
み
は
、
知
、
徳
、
体
と
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
、
心
身
と
も
に
健

康
で
た
く
ま
し
い
人
間
の
育
成
を

志
向
し
て
お
り
、
そ
こ
を
教
育
の

不
易
の
部
分
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

▼
知
育
は
、
校
内
研
究
や
合
同
研

修
会
を
実
施
し
、
総
合
的
な
学
習

を
通
じ
「
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

▼
基
礎
的
な
学
力
な
ど
の
達
成
目

標
を
掲
げ
、
子
ど
も
達
を
育
て
る

「
学
び
フ
ェ
ス
ト
」（
学
校
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）
の
取
り
組
み
を
広
げ
ま
す
。

▼
四
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
英
語
活
動
と
、

軽
米
町
と
合
同
で
実
施
す
る
中
学

生
の
国
際
交
流
海
外
派
遣
事
業
を

実
施
し
、
小
学
校
の
英
語
教
育
も

研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、

国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▼
情
報
教
育
は
、
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
計
画
的
に
更
新
し
、

活
用
研
究
な
ど
、
操
作
・
指
導
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
特
別
支
援
教
育
は
、
補
助
員
制

を
継
続
し
て
設
置
し
ま
す
。

▼
徳
育
は
、
読
書
活
動
と
あ
い
さ

つ
運
動
を
重
点
に
豊
か
な
心
の
醸

成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

一
戸
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
心
の
豊
か
さ
」
を
育
て
る
道

徳
教
育
を
推
進
し
、
地
域
・
保
護

者
と
連
携
し
、
家
風
づ
く
り
、
校

風
づ
く
り
を
推
進
し
、
信
頼
あ
る

学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

▼
教
育
相
談
や
心
の
相
談
は
引
き

続
き
実
施
し
、
相
談
に
応
じ
て
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
支
援
し
ま

す
。
特
に
、
全
国
的
に
大
き
な
問

題
の
「
い
じ
め
」
は
、
道
徳
教
育

の
充
実
と
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た

「
学
級
生
活
満
足
度
調
査
」
を
実
施

し
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

対
応
を
迅
速
に
図
り
ま
す
。

▼
体
育
は
、
課
題
解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
む
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
が
基
本
と
考
え
、
学
校
と

三
師
会
の
連
携
を
一
層
図
り
ま
す
。

▼
学
校
給
食
は
、
給
食
を
通
し
て

児
童
・
生
徒
が
、
栄
養
、
食
の
安
全
、

食
文
化
な
ど
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
食
育
の
重
要
性
は
、
学
校
現
場

や
食
育
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
食

の
学
習
の
場
を
設
け
、
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
学
校
給
食
の
実
施
に
努

め
ま
す
。
地
元
生
産
の
食
材
の
積

極
的
な
導
入
に
努
め
、
よ
り
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
、
充

実
し
た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

▼
安
全
対
策
は
、
不
測
の
事
態
を

予
想
し
、
対
処
の
指
導
徹
底
を
図

り
ま
す
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

各
学
校
の
地
域
安
全
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
子
ど
も
を
守
る
会
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▼
校
舎
な
ど
の
安
全
対
策
は
、
小

昨年度の国際交流海外派遣事業報告会（2月 1日、役場庁舎会議室）

３つの柱　特色のある学校
　　　　　子どもが輝く教育
　　　　　知性が光る町民への学びの場
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鳥
谷
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事

を
施
工
し
、
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

▼
学
校
統
合
は
、
平
成
十
九
年
二

月
に
鳥
海
中
学
校
統
合
問
題
を
考

え
る
会
が
発
足
し
、
協
議
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
は
、地
域
の
方
々

と
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
、
統
合
の

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
し
、
他
地
区
の
相
談
に

も
積
極
的
に
応
じ
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

地
域
の
実
情
を
把
握
し
、

社
会
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
た
く
ま
し
く
創
造
性
に
富
ん
だ

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

▼
教
育
振
興
運
動
と
家
庭
教
育
学

級
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、

大
人
も
成
長
す
る
た
め
の
学
習
機

会
や
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
青
少
年
教
育
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
や
地
区
公
民
館
な
ど
と

連
携
し
、
家
庭
や
学
校
と
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
運
動
を
推
進
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
ま
す
。

▼「
少
子
化
問
題
」や「
女
性
対
策
」、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
な

ど
の
課
題
は
、
い
ず
れ
も
相
互
に

関
連
し
、「
一
戸
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
を
も
と
に
、
具
体
的

な
行
動
計
画
を
ま
と
め
、
基
本
的

な
考
え
方
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
公
民
館
活
動
は
、
中
央
公
民
館

と
四
カ
所
の
地
区
公
民
館
を
中
心

に
各
地
区
の
生
涯
学
習
の
事
業
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
担
い
ま
す
。
自
治
公
民
館
や
関

係
団
体
と
連
携
し
、
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
町
立
図
書
館
は
「
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
」
を
活
動
の
柱
に
据

え
、
支
持
さ
れ
る
施
設
で
す
。
地

域
や
住
民
の
課
題
解
決
に
情
報
の

提
供
、
地
域
資
料
収
集
の
拡
充
を

図
り
、
地
区
公
民
館
や
小
中
学
校

や
各
部
署
と
連
携
を
深
め
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
浸
透
を
図
り
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動
の
振
興

芸
術
文
化
活
動
は
、
町
民
文

化
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
展
示

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
身
近
に

親
し
み
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑

賞
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

　

文
化
財
保
護
は
、
御
所
野
遺
跡

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、
四

道
県
と
関
係
市
町
村
が
連
携
し
て

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

と
し
て
文
化
庁
に
暫
定
リ
ス
ト
登

載
の
提
案
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
、
登
載
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

一
戸
町
は
縄
文
遺
跡
だ
け
で
な

く
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
多

い
町
で
す
。
面
岸
の
箕
、
鳥
越
の

竹
細
工
な
ど
の
伝
統
工
芸
な
ど
の

貴
重
な
技
術
は
、
展
示
会
を
計
画

し
、
全
国
の
貴
重
な
出
土
品
も
あ

わ
せ
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

奥
州
街
道
の
整
備
や
歴
史
資
料
・

あ
る
い
は
民
俗
資
料
の
調
査
、
さ

ら
に
は
無
形
文
化
財
で
あ
る
郷
土

芸
能
の
振
興
な
ど
を
図
り
ま
す
。

社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

地
域
の
活
力
の
源
は
健
康
で

す
。
自
分
の
健
康
は
自
分

で
つ
く
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
総
合

運
動
公
園
を
中
心
に
、
各
施
設
の

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
特
に
健

康
づ
く
り
事
業
は
、
町
長
部
局
と

連
携
し
、
対
象
を
拡
大
、
運
動
の

習
慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

一
戸
・
鳥
海
・
小
鳥
谷
地
区
を

対
象
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
、
各

地
区
公
民
館
と
連
携
し
、
地
域
一

体
の
ク
ラ
ブ
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
一
部

を
一
戸
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
委
託
し
、
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

今
年
度
も
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

最
後
に
、「
開
か
れ
た
学
校
」

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　

充
実
し
た
学
校
教
育
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
・
協
力

が
不
可
欠
と
考
え
、
学
校
評
議
員

制
度
を
学
校
運
営
に
活
か
し
、
地

域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
参
観
日
「
み
ん
な
で
学
校

へ
行
こ
う
」は
、引
き
続
き
実
施
し
、

学
校
の
特
色
を
も
っ
と
多
く
の
町

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
発
行
す
る
「
学
校
だ

よ
り
」
を
回
覧
し
、
学
校
経
営
に

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

総合型スポーツクラブの一環で行う「いちのへジュニアクラブ」

◎教育委員長施政方針

昨年度、日本民藝館賞に輝いた面岸の箕
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平
成
二
十
年
度
、
町

の
予
算
総
額
は
、

百
八
億
三
千
五
百
六
十
四
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
約

十
二
億
四
千
百
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

予
算
の
中
で
最
も
多
く
の

割
合
を
占
め
る
一
般
会
計
は
、

七
十
二
億
七
千
八
百
万
円
で
、

前
年
比
一
億
三
千
六
百
万
円
の

増
で
す
（
そ
の
他
内
訳
は
上
表

参
照
）。
一
般
会
計
の
歳
入
に

は
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
の
町
税
を
主
と

す
る
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
や
町
債
な
ど

の
「
依
存
財
源
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
一
般
会
計
の
約

32
％
で
、
残
り
の
約
68
％
が
依

存
財
源
で
す
。

　

歳
入
の
約
42
％
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
平
成
二
十
年
度
は

増
に
転
じ
ま
し
た
が
、
今
後
に

お
け
る
先
行
き
は
不
透
明
で
あ

り
、
財
源
の
確
保
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
今
年
度
も
効
率
的
に
事
業

を
行
い
、
節
度
あ
る
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

公債費                  14 億 2,028 万円   （19.5%）

物件費                  13 億 4,506 万円   （18.5%）

人件費                  12 億 8,067 万円   （17.6%）

補助費等    9 億 8,457 万円   （13.5%）

普通建設事業費　8億 6,344 万円（ 11.9%）

扶助費 　　　　  6 億 2,731 万円   （  8.6%）

繰出金　　　　     5 億 9,447 万円   （  8.2%）

維持補修費    1 億 0,064 万円    （  1.4%）

その他  　        6,156 万円    （  0.8%）

    計　　 72 億 7,800 万円    （ 100%）

会計名 20 年度予算 19 年度予算 伸び率

一般会計 72億 7,800 万円 71 億 4,200 万円 1.9%

特

別

会

計

国民健康保険事業 21億 0,689 万円 20 億 9,774 万円 0.4%

索道事業 7,139 万円 7,785 万円 ▲ 8.3%

老人保健 1億 5,275 万円 16 億 2,106 万円 ▲ 90.6%

土地取得 235 万円 239 万円 ▲ 1.4%

工業団地事業 631 万円 640 万円 ▲ 1.4%

農業集落排水事業 6,844 万円 6,907 万円 ▲ 0.9%

下水道事業 4億 2,183 万円 4億 2,600 万円 ▲ 1.0%

個別生活排水処理事業 2,869 万円 2,032 万円 41.2%

国営土地改良施設管理 4,039 万円 2,855 万円 41.5%

後期高齢者医療 1億 3,786 万円 － 皆増

　　　水道事業会計（支出） 5億 2,074 万円 5億 8,518 万円 ▲ 11.0%

合　計 108 億 3,564 万円 120 億 7,656 万円 ▲ 10.3%

平
成
二
十
年
度
の
予
算
の
概
要

   一般会計予算昨年比 1 億 3,600 万円増

まちづくりに約 108 億円
一般会計　約 73 億円

特別会計　約 30 億円

水道会計　約   5 億円

▼性質別経費の内訳▼性質別経費の内
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◇地方バス運行費補助金・・・・・・・・・  3,310 万円
◇デマンド交通事業・・・・・・・・・・・  4,600 万円
◇いわて銀河鉄道経営安定化基金造成負担金 2,268 万円
◇障害者自立支援給付費・・・・・・・  2 億 6,400 万円
◇後期高齢者医療事業費・・・・・・・  1 億 9,050 万円
◇私立保育所運営委託費・・・・・・・・・  8,814 万円
◇各種医療費給付費・・・・・・・・・・・  7,019 万円
◇各種検診委託費・・・・・・・・・・・・  2,642 万円

◇いわて希望農業担い手応援事業費補助金・  3,727 万円
◇草地・林地一体的利用総合整備事業・  1 億 1,500 万円
◇県営畑地帯総合整備事業費負担金・・・・  4,935 万円
◇萬代舘改修事業費・・・・・・・・・・・  3,700 万円
◇町道整備事業・・・・・・・・・・・  3 億 3,850 万円
◇消防施設整備事業・・・・・・・・・・・  1,797 万円
◇小鳥谷小学校校舎大規模改造事業・・  1 億 4,160 万円

予断許さぬ財政状況　平成 20 年度　　　

自主財源

23億1,798万円（31.8％）

依存財源

49億6,002万円（68.2％）

平成 20 年度

一般会計予算内訳

72 億 7,800 万円

農林費

消防費 その他

総務費
8億 3,835 万円（11.5%）

教育費
8億 9,178 万円（12.3%）

7億 9,662 万円（10.9%）

2億 9,189 万円（4.0%）
2億 6,633 万円（3.6%）

諸収入
5億 0,845 万円（7.0%）

使用料・手数料 1億 3,172 万円（1.8%）
繰入金7,484 万円（1.0%）

その他3億 2,920 万円（4.5%）

平成 20 年度の主な事業

民生費
14億9,013万円（20.5%）

公債費
14億3,265万円（19.7%）

衛生費
6億 6,259 万円（9.1%）（9.1%）

土木費
6億 0,766 万円（8.4%）（8.4%）

町税
14億1,935万円（19.5%）

地方交付税
30億8,500万円（42.4%）

県支出金
5億 5,991 万円（7.7%）

町債
5億 3,800 万円（7.4%）

国庫支出金
4億 4,791 万円（6.2%）

歳入

歳出

1 億 8,362 万円（2.5%）その他依存財源

自主財源

◇地方バス運行費補助金・・・・・・・・・  3,310 万円
◇デマンド交通事業・・・・・・・・・・・  4,600 万円
◇いわて銀河鉄道経営安定化基金造成負担金 2,268 万円
◇障害者自立支援給付費・・・・・・・  2 億 6,400 万円
◇後期高齢者医療事業費・・・・・・・  1 億 9,050 万円
◇私立保育所運営委託費・・・・・・・・・  8,814 万円

◇いわて希望農業担
◇草地・林地一体的
◇県営畑地帯総合整
◇萬代舘改修事業費
◇町道整備事業・
◇消防施設整備事業

総務費
8億 3,835 万

7億 9,662 万円（10.9%）

平成 20 年度の主な事業
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↑この日、楽しんだレクリエーションは「スカットボール」。

深める地域交流、こぼれる笑顔
　姉帯の侍村公民館（山道甚五郎館長）で小鳥谷移

動公民館事業が陽光温かな3月13日に行われました。

　同公民館では、小鳥谷移動公民館

などを利用し、毎月 1回程度、地域

住民が集まります。

　交通安全の講話を聞いたり、体操

やレクリエーションなどさまざまな

活動を行い、健康づくりや交流を深

める活動を行っています。

姉帯侍村公民館で小鳥谷移動公民館開催

大きな成長、輝く児童の眼差し

　平成 19年度ことばの発表会が、一戸小学校で 3月

12日に行われました。はじめに、言葉の教室に通う

15人で、口の体操「あいうえお」を発表。次に、一

人ひとりが、１年間取り組んだ課題を話し、詩や物語、

作文の音読を発表しました。児童の堂々とした発表

としっかりと聞く態度で実り多い会となりました。

　教室を担任した塚本美佐子先生は、「児童たちは、

授業ではもちろん、家庭での学習にも積極的に取り

組み、児童と保護者の意識がとても高かったと思い

ます。１年間がんばってきた『話すこと、聞くこと』

を大切に今後も生活してほしいです」と話しました。

平成 19年度ことばの発表会に多くの拍手

町の逸品、その良さ広くＰＲ
　一戸町地域おこし事業振興協議会は、3月 8・9日

の両日、盛岡市の保存建造物の南昌荘で、町内の工

芸品などを集めた「いちのへ　いいもの　いいくら

し展」を開き、竹細工や裂織りという逸品の数々を

ＰＲしました。

　盛岡市での開催は昨年に続き、2回目。会場では

織り機、布ぞうりづくりの実演や体験コーナーも開

催され、家族連れや主婦たちで終日にぎわい、両日

で574人が訪れました。

盛岡で「いちのへ いいもの いいくらし展」

↑反物などを織る織り機のコーナーは人気を集めました。

↑参加者は23人。

㊤発表を行う瀬川七菜さん（奥小）
㊥みんなで口の体操「あいうえお」
㊤発表を行う中田凌くん（一戸小）

みなさんの地域、
職場の楽しい話題の

　情報をお待ちしています。
広報担当�33-2111（内線 207）
までお気軽に、ご連絡をください。 まちまちの話題
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My Town Topics 

↑知事から表彰を受ける橋本チヨ子会長㊨と山下かつみ副会長㊧。

永きの地道な活動に、大きな誉
　3月 19日、岩手県民会館で行われた平成 19年度岩手

県消防表彰式において、一戸町婦人消防協力隊連合会（橋

本チヨ子会長）に岩手県の達増知事より感謝状が授与さ

れました。

　婦人消防協力隊は、冬期間に消防団員の出稼ぎ者が

多い地区の留守部隊として、昭和 40年代から平糠地区、

摺糠地区、面岸地区でそれぞれ結成されました。その 3

隊が協力して効果的な事業を行うため、平成 3年に一戸

町婦人消防協力隊連合会として発足し、地区の消防団の

支援部隊として、火災予防活動や初期消火訓練などを

行っています。

　橋本会長は「今回の表彰は大きな喜び。発足当時と今

では地域の状況も大きく変化し、協力隊を巡る環境も変

わりましたが、今回の表彰を契機により継続的な活動を

行えるように努めたい」と感想を述べました。

一戸町婦人消防協力隊連合会に県知事感謝状

春、大きな希望に満ちた第1歩
　町内のトップを切って平成 20年度一戸中学校入学式

が、4月 4日に挙行されました。

　真新しい、少し大きめの制服に身を包んだ新入生 55

人は、終始緊張した面持ちで式に臨みました。

　近藤祥衛校長先生は式辞で「学習に力を入れて、努力

すること、思いやりのある豊

かな心を育てること、健康で

たくましい体をつくること」

と新入生に取り組んでほしい

ことを新入生に話しました。

町内のトップ切り、一戸中学校で入学式挙行

コハク色の誘惑にたくさんの人
　御所野縄文博物館「コハクでアクセ

サリーづくり」が 3月 16日に行われ、

定員を超える 21人が参加しました。

　今回使用したコハクは、黄色がかっ

た乳白色の原石タイプ（バルト産）と

透明な黄色の人工タイプ（久慈産）の

2種類。前者は黄色い筋の独特の模様

が特徴で、後者は不純物を取り除き美

しい反射が楽しめるのが特徴です。

御所野縄文博物館で好評のアクセサリーつくり

国民年金相談の窓口に新たな顔
　このたび、一戸町の国民年金推進員

に猿ヶ澤正さんが委嘱されました。国

民年金推進員は、夜間や土・日も被保

険者宅を訪問し、保険料の収納や保険

料の免除申請の受付、国民年金制度に

ついての説明などを行っています。国

民年金について、お気軽にご相談くだ

さい。お問い合わせは、岩手社会保険事務局二戸社会保

険事務所�23-4111まで、ご連絡ください。

一戸町の国民年金推進員に猿ヶ澤正さん

↓参加者は悪戦苦闘しながらも、完成するとは笑顔と歓声に。

↑保護者や上級生が見守る中、新入生は力強く第1歩を踏み出しました。

↑コハクは、上が原 
　石タイプで、下が
　人工タイプです。

↑高山真利さんの誓いの言葉
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二
月
短
歌
・
俳
句
会

一
戸
町
文
化
協
会
俳
句
部
会

会
場　

小
鳥
谷
地
区
公
民
館

ぼくとわたしの作品展
鳥海保育所のお友達のすてきな作品を紹介します

♬村中咲
さき

心
み

ちゃん（4歳・うさぎ組）
　雪が降り、とてもうれしかったので、
大好きな雪だるまを描きました。

町
の
文
芸

♬吉川心
こ

羽
はね

ちゃん（5歳・ぱんだ組）
　きりん組になったら、友達とアサガ
オの種をまきたくて、描きました。

♬鈴木みのりちゃん（6歳・きりん組）
　お家と自分の絵を描きました。自分
でも上手にできたと思います。

※組の名前は、3月現在のものです

若
き
日
は
分
身
の
ご
と
き
編
機
を
ば

　

惜
し
み
つ
つ
今
朝
は
粗
大
の
ゴ
ミ
に　
　
　

中
村　

ち
よ

冬
晴
れ
の
山
に
谺

こ
だ
ま

す
啄き

つ

つ

き

木
鳥
の

　

タ
ラ
ラ
ン
タ
ラ
ラ
枯
木
を
叩
く　
　
　
　
　

仁
昌
寺　

洋
子

診
察
を
待
つ
間
交
は
せ
る
女
ら
の

　

過
ぎ
来
し
苦
脳
淡
々
と
あ
り　
　
　
　
　
　

女
鹿　

昌
子

人
知
れ
ず
心
震
う
も
装
え
ば

　

検
査
の
台
は
か
た
く
冷
た
し　
　
　
　
　
　

岩
渕　

良
子

節
分
の
豆
撒
き
に
ふ
と
思
ひ
出
す

　

煎
り
豆
噛
み
し
防
空
壕
を　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

湖
草

地
名
入
り
の
湯
飲
み
茶
わ
ん
亡
き
父
の

　

旅
の
証
を
棚
に
飾
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　

馬
林　

京
子

遠お
ち

近こ
ち

に
無
数
の
蝋
の
抜
け
殻
を

　

や
さ
し
く
包
み
か
ら
ま
つ
積
も
る　
　
　
　

東
山　

智
子

薄う
す

氷ら
い

に
微か

す

か
の
光
眩
し
か
り　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

良
子

凍
て
し
月
美
女
の
眉
よ
り
な
お
細
し　
　
　
　

柴
田　

サ
ヨ
子

水
木
団
子
華
や
ぎ
て
を
り
無
人
駅　
　
　

 　

  

高
木　

満
里

通
院
の
皆
背
な
丸
め
二
月
尽　
　
　
　
　
　

   

東
山　

智
子

開
か
む
と
す
る
力
見
ゆ
寒
牡
丹　
　
　
　
　
　

中
村　

ち
よ

鴉
二
羽
去
り
て
又
二
羽
春
兆
す　
　
　
　
　
　

中
舘　

木
実

網
あ
げ
て
は
ち
切
れ
さ
う
な
寒
の
鰤　
　
　
　

駒
木　

秋
影
子

母
の
ゐ
る
気
配
に
開
け
る
障
子
か
な　
　
　

   

仁
昌
寺　

洋
子

着
ぶ
く
る
る
太
っ
た
な
ど
と
言
は
ば
言
へ　
　

女
鹿　

昌
子

夜
半
更
け
て
金
銀
照
ら
す
寒
の
月　
　
　
　
　

根
反　

与
之

安
心
の
郷
土
食
あ
り
凍
豆
腐　
　
　
　
　
　
　

中
村　

の
ぶ

短　

歌

俳　

句

※中央の模様は、柴田外男広報編集委員（大塚）がデザインしました
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　先月号の当選者は、東山三郎さん（高善寺）、高間木美智子さ
ん（平糠）、不来方安子さん（中山）です。おめでとうございます。

～一戸町共通商品券～（1,000 円分）３人にプレゼント！

◎
広
報
ク
イ
ズ
で
す
。

問
題　

苫
米
地
賢
司
さ
ん
が

出
場
し
た
カ
ー
リ
ン
グ
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
世
界
選
手

権
が
開
催
さ
れ
た
国
名
は
？

「○
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

　

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
〇
二
八
l

五
三
一
一　
　

　

一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢

24　
l

９
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
。

（
四
月
二
十
五
日
締
め
切
り
）

※
余
白
に
町
政
へ
の
提
言
な

ど
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

5月に1歳を迎える赤ちゃんの写真を募集!!ご希望の方は4月25日までに広報までご連絡願います

元
の
奥
中
山
地
区
に
、
慶
寿
園
プ

ラ
ザ
ぶ
な
の
風
が
開
所
、
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

開
所
当
時
は
、
働
く
職
員
も
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
。
ど
う
動
け

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
時
期
も

あ
っ
た
が
、
職
員
が
意
見
を
出
し

合
い
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

　

強
子
さ
ん
は
「
地
元
に
で
き
た

施
設
に
対
す
る
地
域
住
民
の
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
た
。
お
客
様
に

は
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

　

吉
谷
地
強
子
さ
ん
は
、
慶
寿
園

プ
ラ
ザ
ぶ
な
の
風
の
元
気
印
。
ヘ

ル
パ
ー
兼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
る
。

　

吉
谷
地
さ
ん
は
二
年
前
、
将
来

の
生
活
の
た
め
、
職
業
安
定
所
の

ヘ
ル
パ
ー
の
講
座
を
受
け
、
資
格

を
取
得
、
慶
寿
園
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
体
験
し
た
。
同
年
四
月
に
地

地
元
に
で
き
た
施
設
に
対
す
る
地
域
住
民
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
客
様
に
は
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
谷
地　

強
子
さ
ん 

　
　

よ
し
や
ち
・
き
ょ
う
こ
24
歳

　
　

慶
寿
園
プ
ラ
ザ
ぶ
な
の
風

た
だ
き
た
い
」
と
語
り
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
地
域
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

　

休
日
は
、
買
い
物
や
料
理
を
楽

し
み
、「
和
食
は
祖
母
の
味
に
近
づ

き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

写
真
撮
影
を
お
願
い
す
る
と
近

く
に
い
た
利
用
者
か
ら
「
写
真
と
っ

て
、
嫁
に
行
か
れ
た
ら
、
私
た
ち

は
困
る
よ
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

Q
好
き
な
タ
イ
プ
は
？
｜
楽
し
い
人

Q
趣
味
は
？
｜
料
理
づ
く
り

★
一
等
星

一
等
星

広報クイズ

三谷 和
かず

輝
き

ちゃん

（奥中山西田子）

平成 19年 4月 3日生まれ

お父さん　剛史さん

お母さん　雅子さん

お父さん、お母さんから一言

大物になってね～!

米田 百
も

々
も

花
か

ちゃん

（宇別本村）

平成 19年 3月 4日生まれ

お父さん　新一さん

お母さん　淳子さん

お父さん、お母さんから一言

お姉ちゃんと仲良く

元気に育ってね！

堺田 飛
ひゅう

我
が

ちゃん

（月舘美濃口沢）

平成 19年 4月 25日生まれ

お父さん　悦章さん

お母さん　裕子さん

お父さん、お母さんから一言

わんぱくでもいい、

たくましく育ってほしい

一歳にな たよ
っ

♪ ♪

一歳にな たよ
っ

♪ ♪
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国民健康保険だより　�33-2111  国保係（内線 115・116・117）

今年から「国保係」が役場庁舎へ移りました

※ 4月から後期高齢者医療制度が始まります

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
使
用
し
て

い
た
老
人
医
療
受
給
者
証
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を

回
収
し
ま
す
の
で
、
一
戸
町
役
場
税
務
町
民

課
、
ま
た
は
各
支
所
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
も
可
能
で
す
）

◉
一
戸
町
老
人
医
療
費
助
成
事
業  

　

の
変
更
に
つ
い
て

　

一
戸
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
独
自
に
六
十
八

と
六
十
九
歳
の
方
を
対
象
に
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
二
十
年

四
月
か
ら
六
十
九
歳
の
方
の
み
の
対
象
と
変

わ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

現
在
六
十
八
歳
で
老
人

医
療
費
助
成
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
は
、

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
診
療

に
つ
い
て
引
き
続
き
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
を
持
っ
て
、

こ
の
制
度
は
終
了
と
な

り
ま
す
。

◉
退
職
者
医
療
制
度
の
改
正
に

　

つ
い
て

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
二
十
年
四
月

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
退
職
者
医
療
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
七
十
四
歳
ま
で
の
方
が
退

職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
で
し
た
が
、
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
こ
の
制
度
の
対
象
外
と
な
り
、
一
般
の
国

民
健
康
保
険
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
ま
し
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
保
険

証
切
り
替
え
対
象
の
方
に
、
新
た
に
一
般
分

の
保
険
証
を
平
成
二
十
年
三
月
末
に
送
付
し

ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
こ
ち
ら
の
保
険
証
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
被
保
険

者
の
医
療
費
な
ど
の
負
担
割
合
が
、
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
新
し
く
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
の
回
収
に
つ
い
て

 

保健カレンダー

1 歳 6 ヶ月児健診

・4月22日㈫   13：00～  保セン
ＢＣＧ予防接種　
・4月21日㈪   13：00～  保セン
ポリオ予防接種　
・4月16日㈬・23日㈬・30日㈬   
13：00～  保セン
結核・肺がん・特定健診 ( これま

での基本健診 )・大腸検診

※受付時間    午前9：00～11：00
　　　　　    午後1：00～    2：30
※場所により、時間が変わります
※保険証をご持参ください。

４月14日　姉帯多目的集会施設　
４月16日　鳥越小学校　
４月17日　小鳥谷地区公民館　
４月18日　午前　小鳥谷公民館
　　　　　    午後　面岸保健福祉館
４月21日　午前　翔遊館
　　　　　    午後　月舘公民館　
４月23日　奥中山農業団地センター
４月24日　午前　奥中山農業団地センター
　　　　　    午後　旧宇別へき地保育所
４月28日　午前　小友公民館
　　　　　    午後　上小友公民館
４月30日　午前　宮田温泉保養所
　　　　　    午後　出ル町つどいセンター
5月      1日　 午前　中女鹿公民館
　　　　　    午後　女鹿舘公民館
5月       2日　根反公民館
・こころの悩み事相談：必要により
　専門医が相談に応じますのでご
　相談ください。
・助産師の妊婦・産婦・新生児の   
　家庭訪問と栄養士による栄養相
　談・家庭訪問を行っています。
※詳しくは�32-3700まで

←
こ
ち
ら
の
受
給
者
証
を
回
収
し
ま
す

印

▲特定健診（これまでの基本健診）が始まっています。健康のため、受診をお忘れなく
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5月28日㈬はチャレンジデー！

図書館だより　�31-1400  　 休館日は 4月 14・21・28・30 日　5月 7・12日

今日は読書びより
『市民シンクタンクのすすめ』

高原稔著　日本地域社会研究所　2007年
　待っているだけでは何も変わらない。役所に頼
りっぱなし・任せっきりにしない、真の市民参加
型自治体を目指すために誰でも実践できるノウハ
ウが満載の一冊です。

みんなの来ブラリ 「食育」
　普段、よく聞く「食育」ですが、皆さんは実践
していますか？今月は、大人も子供も「食」につ
いて楽しく学べる本を紹介します

こどもの本の特集は「昔の遊び」
　最新のゲームも面白いけれど、昔の遊びにも
楽しいものがたくさんあります。遊びを通じて、
ちょっと昔にタイムスリップしませんか？

4月の図書館行事

◎4月12日（土）10時30分　おはなし会
◎4月26日（土）11時　としょかん映画会
　「たぬきの糸車」「花さき山」

『知っ得 宮沢賢治の全童話を読む』

國文學編集部編、 學燈社刊

宮沢賢治はなぜ童話を書いた
のか？『イギリス海岸』、『ど
んぐりと山猫』など、宮沢賢
治の全ての童話を解説。賢治
の世界に迫ります。

読むたびに　言葉の貯金　増えていく（平成19年度読書推進標語優秀賞作品）

新刊紹介

開館時間　火～金　10:00 ～ 19:00　土日祝　9:00 ～ 18:00

『数の悪魔』

エンツェンスベルガー著、 晶文社刊

算数が大嫌いなロバートの夢
に「数の悪魔」が現れ、真夜
中のレッスンが始ります。1
や0のマジック、ウサギのつ
がいの秘密など、果てしない
数の世界をのぞきませんか？

運動公園だより　�33-4444   年中無休（年末年始は除く）　　　開園時間　9：00～ 21：00　

▼「標語」たくさんのご応募ありがとうございました！　 応募作品から皆さんに紹介し、広報活動に活用させていただきます。

　　　　　　　　　☆『 マイペースで 頑張るぞ 自分のため 』　　 女鹿字女鹿舘の田代智子さん
　　　　　　　　　☆『 チャレンジデー 健康づくりの 第一歩 』 　中山字大塚の西舘テツ子さん

▼昨年の鹿児島県知覧町との対戦には、惜しくも敗れたも
　のの、町内各地ではたくさんの汗と笑顔が見られました。

「チャレンジデー2007」
「町内会に設置される回収箱」

地域住民が鉛筆を用意したり屋根をつけ
たりと工夫がいっぱい 

「運動したら参加票に記入を」
運動の実感が継続のコツ！参加票に記入
する時の表情はみんな明るい

「奥中山高原グランドゴルフ大会」
元気に明るく選手宣誓！大自然の中ス
ポーツするって気持ちいい！

「朝の町内一斉ラジオ体操」
どこでもいつでもだれとでも！ここから
一日がスタートします

「鳥越小学校にてヨガ体験教室」
スポーツには色々な種類が。普段体験で
きないことにもチャレンジ！
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）
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江
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摺
糠
へ
き
地
保
育
所

長
）
▼
摺
糠
へ
き
地
保
育
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長

　

中
村
優
子
（
奥
中
山
保
育
所
）

▼
鳥
越
児
童
館
長　

田
村
み
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子
（
小
鳥
谷
保
育
所
）
▼
小
鳥

谷
保
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坂
本
真
知
子
（
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戸
幼
稚
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）
▼
一
戸
幼
稚
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柴
田
玲
子
（
鳥
海
保
育
所
）

退
職
者

▼
上
平
龍
一
郎
（
福
祉
部
長
兼

健
康
福
祉
課
長
）

▼
鈴
木
純
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（
小
鳥
谷
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長
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姉
帯
支
所
長
）

▼
柴
田
恵
七
郎
（
産
業
課
）

▼
仁
昌
寺
一
男
（
税
務
町
民
課
）

▼
池
田
千
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（
健
康
福
祉
課
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▼
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嶋
キ
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（
健
康
福
祉
課
）

▼
川
底
ト
シ
エ
（
健
康
福
祉
課
）

▼
大
澤
ア
キ
子
（
楢
山
へ
き
地

保
育
所
長
）

▼
平
井
千
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（
鳥
越
児
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長
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▼
市
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（
奥
中
山
公
民
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）

▼
橋
場
佑
孝
（
学
校
教
育
課
）

平成20年度
町職員人事異動
※（　）内は前所属です。職名に
　ついては、部課長及び所長のみ
　とさせていただきました。木戸  法久

きど　のりひさ
小寺　学
こでら　まなぶ

▲新採用職員（一般事務職2人）をご紹介します。よろしくお願いします。

◎『新入学児童、園児
　の交通事故防止』

　幼稚園・保育園や小学校に入
学すると、友達も増え、行動範
囲が広くなり、屋外での遊びも
多くなります。
　まだ未熟な子供たちにとって、交通事故は最も
身近な危険となりますので、皆さんの力で子供た
ちを交通事故から守りましょう。
○大人の皆さんがお手本です
　　子供は大人の行動をよく見ており、良いこと
　も悪いこともまねします。運転中に携帯電話を
　使用したり、近くに横断歩道があるのに利用し
　なかったことはありませんか？日ごろから正し
　い交通マナーを実践して手本を示しましょう。

�33-3059

◎平成20年の交通事故発生状況【2月末現在】
件　数 前年数 前年比

人身事故 7件 4件 3件
死者 　　0人 　　0人 ─
傷者 　8人 　5人 3人
物損事故 40件 56件 　▲16件
飲酒運転検挙 　0件 　0件 ─

○通学路などの点検をお願いします
　　子供と一緒に通学路を歩いてみましょう。気
　をつけて見ると注意しなければならない場所が
　見えてきます。安全に通行する方法も教えなが
　ら、子供の歩く速度でゆっくり行いましょう。
○子供の特性を理解した運転を心掛けましょう
　　大人であれば、たやすく理解できる危険状態
　でも、子供たちはとっさの判断ができないため、
　飛び出しなど危険行動をしがちです。子供を見
　かけたら、スピードを落として、安全な間隔を
　とって通行しましょう。

一戸交番だより

　一日も早く業
務内容を覚え、
皆さまのお役に
立ちたいと思い
ます。　
　よろしくお願
いします。

　多くの町民と
ふれあう機会を
持ち、仕事に取
り組んでいきた
いと思います。
　よろしくお願
いします。
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まちの
お知らせ
ひろば１

■職種・募集人員

①一般事務補助員（事務補助・
　窓口受付など）1名
②国土調査事務補助員（事務補
　助・山歩きや杭運搬などの現
　地作業）1名
■必要な免許資格など　
①パソコン操作（ワード、エクセ
　ルなど）のできる方
②普通運転免許（AT車限定を除
　く）があり、パソコン操作（ワー
　ド、エクセルなど）のできる方
■雇用期間

　5月1日～10月31日
■就業時間　8：30～17：30
■賃金

 　日額5,300円～6,300円程度
　（通勤距離が2km以上の場合、
　距離に応じて通勤手当を支給）
■試験日・場所　4月24日 (木 )
　時間は後ほど連絡　役場会議室
■試験方法　個別または集団面接
■その他　できれば町内在住の方
■申し込み方法

　履歴書（市販のもの、写真貼付）
を4月18日 (金 )まで、下記担
当課へ提出してください。（郵送
可。4月18日 (金 )必着）
※一般事務補助と国土調査事務補
助員のいずれに申し込むのかを履
歴書の余白に明記してください。
[問]〒028-5311　一戸町高善寺
字大川鉢24-9　一戸町役場　総務
課庶務係     �33-2111　内線206

　歯科保健の向上を目的に、妊婦・
２歳児・節目（40歳、50歳、60歳）
歯科健診を歯科医療機関への委託に
より、実施します。　　　　　　　
・ 妊 婦 歯 科 健 診は、妊娠届時
　に妊婦歯科健診受診票を交付
→出産前までにご利用願います。
・2歳児歯科健診は1歳6カ月児健  
診時に2歳児歯科健診受診票を交付
→2歳3カ月までに利用願います。
・節目歯科健診（40歳、50歳、60歳）
は節目歯科健診受診票を個人通知。
■対象者　
　・40歳（昭和43年4月2日～
　　　　　　　  44年4月1日生）
　・50歳（昭和33年4月2日～
  　       　               34年4月4日生）
　・60歳（昭和23年4月2日～
    　 　                  24年4月1日生）
○健診料金は無料。（治療費は有料）
○受診は、歯科健診受診票と保険証
　を持参し、妊婦・２歳児の方は、
　母子健康手帳もお持ちになり受診
　してください。　　　　　　　　　
[問]健康福祉課　保健係
　　　　　　�33-2111内線615

妊婦・2歳児・節目（40 歳、50 歳、

60 歳）歯科健診のお知らせ

　ワックス掛け清掃のため、ト
レーニングルームを臨時休館させ
ていただきますのでご了承くださ
い。なお、トレーニングルーム以
外の屋外施設については、通常ど
おりご利用いただけます。
■臨時休館　4月28日・29日
[問]総合運動公園　�33-4444 

総合運動公園トレーニング

ルーム臨時休館のお知らせ

　二戸地区広域行政事務組合では
し尿くみ取り料金を平成 7年 5月
の改定以来13年間据え置いてきま
したが、構成市町村（二戸市、一
戸町、軽米町、九戸村）の財政事
情が年々厳しさを増し、燃料の大
幅な値上がりなどによる収集運搬
費用の増加のほか、し尿処理場（二
戸地区衛生センター）が改築以来
10年を経過し、し尿貯留設備など
の老朽化により維持管理費が増加
しています。
　そこで、平成20年 5月 1日か
らし尿くみ取り料金を、次のよう
に改定させていただきます。
▶し尿10㍑当たり58円（現行50円）、

　ただし、200㍑まで1,160円（現

　行1,000円）

    皆様のご理解とご協力お願いします
[問]二戸地区衛生センター�23-2651

し尿くみ取り料金の改定

　一戸町並行在来線利用促進協議会
では、通学生をお持ちの家庭の経済
的負担の軽減を図るため、町内にお
住まいの IGR通学定期利用生の保護
者へ通学定期運賃の一部を助成して
います。
　使用を終えた定期券を持参のう
え、最寄りの IGR駅窓口で補助金交
付申請書に証明を受け、申請書を提
出してください。なお、申請書の交
付と定期券の使用証明は、IGR沿線
いずれの駅でも受けられます。申請
書の提出は役場まちづくり課、また
は、各支所で受け付けています。
[問]まちづくり課　企画係　
　　　　　   � 33-2111　内線213

IGR 通学定期運賃の一部助成

について

■所在地　一戸町西法寺字大平地
　内（総合運動公園に隣接）
■区画　畑6区画（１区画約40㎡）
■使用料　１区画　年間3,000円
■設備など　水道、管理舎、貸出
　用の簡単な農具も備えています。
■利用できる方　満 20歳以上の
　個人、または満20歳以上の方を
　代表者とするグループ
■申込方法　所定の使用許可申請
　書にご記入の上、産業課へ提出
　してください。申請用紙は電話
　で産業課へご請求ください。
■申込期限　３月28日（金）
[問]産業課　農業振興係
     　　　　  �33-2111　内線255

一戸町民農園・サンビレッ

ジガーデンの利用者の募集

一戸町臨時職員募集案内

１．軽自動車税の減免対象

◇身体などに障害がある方で、歩行
　が困難な方が所有する軽自動車
２．固定資産税の減免対象

◇生活保護を受けている方が所有す
　る固定資産、または公民館・集会所、
　消防屯所など
　上記減免を受ける場合は４月23
日（水）までに納付書を添えて役場
税務町民課へ申請してください。
[問]税務町民課　内線122

軽自動車・固定資産税の　

減免について



　　

    名　前　      保護者     住 所

田村　心
み

羽
はね

　　一人　一戸北舘　　

尾崎　和
なごみ

　　　努　　奥中山西田子

上平　寛
ひろ

稀
き

　　和彦　一戸砂森

山火　遥
はる

人
と

　　敏幸　一戸向町　　

中島　優
ゆう

佑
すけ

　　信幸　奥中山西田子

馬場　星
せ

那
な

　　達郎　一戸砂森　　

澤久保　吉
きっちょう

兆　貴弘　岩舘馬場平　

　　名　前　  　     住   所
　双畑　佳樹　　　楢山双畑　　　
　槻舘　友美　
　上平　佳史　　　一戸向町
　田村　雅子　　　
　中嶌　幸治　　　高善寺傘木
　遠山　奈緒美

    名　前　　　    住 　所                 年齢
小堀　新太郎　　平糠東　　       93
西野　祐夫　　　楢山保坂　       65
平船　伊一郎　　一戸大沢　       83
鈴木　正廣　　　鳥越上野平       80
渡辺　サト    出ル町岩清水久保   86
柴田　トシ　　　鳥越太田　       68
吉谷地　光雄　　中山大畑　       72
猪股　正男　　　女鹿中崎　       76
冬川　隆一　　　西法寺関屋       64
柴田　重次郎　    鳥越悪戸平　   92
臼ヶ敷　イワ　    小鳥谷仁昌寺   94
小石川　トシ　　高善寺野田　   91
                                     　         （敬称略）

戸籍だより
　　　　　　　　（２月届出分）

★保育施設開放★

鳥海保育所　　　　 �32-2220       

小鳥谷保育所    　   �34-2524

奥中山保育所      　 �35-2319

は 5 月 13 日 ( 火 ) 9：30 ～

一戸子供の家保育園  �33-2859

「 子育てサークルのびのび」は

4 月 16・23・26 日 　9：30 ～

※場所は保育園です。

相　談

※広報への掲載を希望しない方は届   
　出の際に、戸籍係にお申し出ください。

■日時　4 月 22 日、5 月 13 日　
　　午前10時から午後3時まで
■場所  二戸市役所※1日10人まで
■予約受付　二戸市　生活環境課
[問]二戸市　生活環境課�23-3111
　　岩手弁護士会�019-623-5005

二戸地区無料法律相談

■場所 まちの健康相談室
■時間　午後1時から4時
    4 月 19日   骨年齢測定
　　　　　　 （10～ 12時）
            23日　心配事相談 
            28日　介護相談（3時まで）
     5 月  7日　心の悩み事相談
        　14日　心配事相談
※毎週水

・

曜日、午後1時～4時にフッ
　トケアを開催。希望の方は、タオル
　を3本持参ください。（1回3人以内）
[問]イコオショッピングセンター内
　　まちの健康相談室�33-4535

健康相談室からお知らせ

（

■休日当番歯科医
▼診察時間：午前 9時～正午

■休日当番医
▼診察時間：午前 9時～午後 5時

■日時　5月8日㈭     午後1時～ 3時
■場所　二戸市総合福祉センター
※新たに長時間労働者への医師によ
　る面接相談窓口を開設しましたの
　で、ご利用ください。
[問]二戸・久慈地域産業保健センター
　　　　　　　　　　　　�23-4466

働く人の心とからだの

医師による無料相談

広報いちのへ　   30

月日 医療機関 地区 電話 医療機関 地区 電話

4月20日 ムカイダ歯科クリニック 軽米 46-4636 松井内科医院 一戸 33-2201

27日 渡辺歯科医院 二戸 23-2052 菅整形外科皮膚科クリニック 二戸 23-7311

29日 森川歯科医院 二戸 23-6361 川村医院 二戸 23-3252
5月3日 岩渕歯科医院 一戸 32-2238 二戸クリニック 二戸 25-5770
4日 窪島歯科医院 二戸 23-2425 斉藤産婦人科医院 二戸 23-2505
5日 ほんだ歯科クリニック 二戸 23-9591 小原内科医院 二戸 23-3410
6日 ぽっぽ歯科クリニック 一戸 31-1182 藤田内科 二戸 38-2772
11日 ますだ歯科クリニック 二戸 26-8282 小野寺内科医院 一戸 33-2505

■日時　4月25日(金)・ 28日(月)
　　　　5月    7日(水）・ 12日(月) 
　　　　午前10時～午後3時まで
■場所　二戸地方振興局　1階
　　　　消費生活相談室
[問]二戸地方振興局　費生活相談室
　　　　　　　　　　   �23-9201
※予約制ですので、前日までに電話
　で予約してください。

多重債務者弁護士無料相談

月　日 ごみ収集

4/29( 火 )昭和の日 収集休み
4/30( 水 ) 通常どおり
5/ 1( 木 ) 通常どおり
5/ 2( 金 ) 通常どおり

5/ 3( 土 )憲法記念日
小型粗大ごみの収集休み
（※クリーンセンター稼働　8:45～ 12:00）

5/ 4( 日 )みどりの日 収集休み
5/ 5( 月 )こどもの日 収集休み
5/ 6( 火 )振替休日 収集休み（※クリーンセンター稼働　8:45～ 14:00）
5/ 7( 水 )以降は通常どおり
☆二戸地区クリーンセンターの休日稼働日

5/ 3( 土 ) 憲法記念日 8：45～ 12：00
5/ 6( 火 ) 振替休日 8：45～ 14：00
※持ち込み可能なのは…【可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみ・粗大ごみ】

連休期間中のごみ収集についてのお知らせ

　ゴールデンウィーク中のごみ収集について、カレンダーどおり祝日は収集
を休みますので（下表参照）、大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願い
します。　　　　　　　　　[問]水環境課生活環境係　�33-2111 （内 230）

◎農作業安全月間　4月15日から6月15日は農作業安全月間です。農業用機械の使用が多くなる時期です。

　安全に農作業が行えるよう、機械の点検、整備をきちんと行い、使用する際は細心の注意をはらいましょう。

（
（



町民割引券について

　奥中山高原では町民の皆さんが温

泉を利用しやすいよう、左の割引券

を発行します。

　点線で切り取り、入浴時にフロン

トに提出すれば左記の料金になりま

すので、ぜひご利用ください。

人の動き（2月 1日現在）
人　口   15,323人（   － 12人）
　男　     7,417人（   － 16人）
　女　     7,918人（          4 人）
世帯数  5,866世帯（ ＋ 4世帯）
　　　　　　     （　）は前月比
転　入          24人  （        45人）
転　出          29人  （        67人）
出　生            7 人  （        15人）
死　亡          14人  （        35人）
（ ）は平成20年1月からの累計

　19日㈯　総合運動公園

                       野球場使用開始
　　　　　 総合運動公園

　22日㈰　春のクリーンデー

　　　　　  御所野縄文公園
　　　　　　午前 9時から

　26日㈯　 としょかん映画会

    　　　　   コミュニティセンター
　　　　　   午前11時から

　27日㈰　  手づくり市

    　　　　   いちのへ手技工芸館
　　　　　   午前10時から

　27日㈰　  わわわのステージ

    　　　　   コミュニティセンター
　　　　　   午後1時から

　 10日㈯　消防団操法競技会

    　　　　  役場前駐車場
　　　　　  午前8時から

　 11日㈰　消防演習

    　　　　  役場前駐車場・一戸小
　　　　　  午前7時30分から

まちの
お知らせ
ひろば２

４月

５月

31    2008年４月号

イベント [問]＝問合せ、申込みは

朝朱の湯大浴場

iショップホームページ　http://waza.town.ichinohe.iwate.jp/

※携帯電話で左のバーコードを読み取るか、上記のURLからご覧ください

奥中山高原温泉
町民割引券（H20.5.30まで有効）
　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日
帰り入浴が下記金額でご利用できま
す。（本券1枚につき1人有効。また、
煌星の湯ご利用時に本券を使用した場
合、貸しタオル、ヨーグルトはありま
せんので、ご了承ください。）
　　　 ◇煌星の湯　    ◇朝朱の湯
おとな600→500円    500→300円
こども300→250円    250→150円

    

奥中山高原温泉
町民割引券（H20.5.30まで有効）
この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰
り入浴が下記金額でご利用できます。
（本券1枚につき1人有効。また、煌
星の湯ご利用時に本券を使用した場
合、貸しタオル、ヨーグルトはありま
せんので、ご了承ください。）
　　　 ◇煌星の湯　    ◇朝朱の湯
おとな600→500円    500→300円
こども300→250円    250→150円    

iはいちのへの
      頭文字です

お知らせ

　御所野縄文公園の春のイベント
「縄文むらまつり」で、フリーマー
ケットに出店してみませんか。会場
では多彩なステージ発表やふれあい
動物園、縄文体験など楽しい催しが
たくさん行われます。世界遺産登録
を目指す御所野遺跡をみんなで盛り
上げていきましょう。
■日時　５月３日㈯　午前10時～
■場所　御所野縄文公園（屋外）
■出店料　一区画500円
[問]御所野縄文公園�32-2652

フリーマーケット参加者募集

■日時　4月27日（日）
　　　　午前10時～午後１時
■場所　いちのへ手技工芸館
◎町の特産品展示販売（竹細工・
　木工品・織物ほか）
◎餃子作り教室 時間10時～12時
　参加料 　500円（材料代）　
▶定員　先着15名　
▶申込締切　4月18日（金）
　※定員になり次第、締め切ります。
◎木工教室　随時受け付けます。申
　し込み・内容などは、事前に下記
　までお問い合わせください。
[問]地域おこし事業振興協議会
　　事務局（役場産業課内）
　　　　　�33-2111　内線258

いちのへ手技工芸館　

第１回手づくり市
　下記のとおり、献血を行います。
皆様の温かい協力をお願いします。
■日時　4月21日（月）全血献血
10：00～ 11：30　中山の園
13：00～ 14：30　いわて奥中山
　　　　　　　　　  農協本所
15：00～ 16：00奥中山高原温泉
　　奥中山自然休養村管理センター
[問]健康福祉課　保健係　
　　�32-3700　内線606

献血のお知らせ

　口の中の健康に関する無料電話　
　相談「ヨイ歯デーテレホン相談」
■日時　4月 18日（金）
　　　　午前10時～午後８時まで
　相談を受付後、午後7時以降に協
会歯科医師から相談者に電話します。
■受付内容　歯あるいはお口に関す
　　　　　　る悩みについて何でも
■相談料　無料　
　�019-651-7341
　（岩手県保険医協会ヨイ歯デーテ
　レホン相談係まで）
[問]岩手県保険医協会歯科部会　　
　　�019-651-7341

歯のテレホン相談

　心肺蘇生法、AED（自動対外式除
細動器）の取扱いと実技訓練を行
います。受講された方には、講習
修了証書を発行します。多数の参
加をお待ちしています。
■日時　4月25日㈮　午後6時～
■場所　九戸村保健センター
[問]二戸保健所　�23-9206

AEDを用いた救急救命講習会



　

春
に
な
り
、
冬
の
使
者
、

白
鳥
の
旅
立
ち
（
写
真
：
馬

淵
川
、
向
町
地
区
、
三
月

十
三
日
撮
影
）。
▼
「
広
報
い

ち
の
へ
」
の
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字
が
変
わ
り

ま
し
た
。
よ
り
良
い
広
報
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く
り
を
目
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集
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し
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で
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。

今
後
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走
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改
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す
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↑血圧の状態はどうでしょうか？

◎高善寺字野田
平船　トシさん
たいらぶね・とし

国保ヘルスアップ教室を修了した方にお話を聞きました

　教室を受けるまであまり食生活に注意して
いなかった部分もありましたが、指導を受け
て考え方も大きく変わりました。また、教室
の期間中は少し風邪をひいたこともあったけ
れど、体も軽くなり、体調も良くなりました。
　教室の雰囲気も健康づくりについて、相談
しやすく、とてもためになりました。
　これからがスタートです。自分の健康のた
め、春に向けて健康づくりを続けていきたい
と思います。

　なかなか自分で健康づくりを行っても、長
続きをしません。しかし、今回の教室のよう
にたくさんの仲間と目標を立てて、楽しく活
動できたことはとても良かったと思います。
　万歩計も付けて、記録を行い、受講前に比
べて、体重は5㌔、腹囲は9㌢減り、とても
効果がありました。
　今も夫婦で健康づくりのためにウォーキン
グを楽しんでいます。これから春になり、ま
すます楽しみになってきます。

◎一戸字向町
中村　勝彦さん
なかむら・かつひこ

talk interview

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
閉
講
式
が
、

三
月
二
十
五
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
に
焦
点

を
当
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
、
生
涯
に
わ

た
る
生
活
の
質
の
維
持
や
向
上
を
目
指
し
て

五
十
六
人
が
参
加
し
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
昨
年
の
十
月
か
ら
月
一
回
程

度
、
身
体
や
生
活
状
況
の
経
過
を
記
録
し
な

が
ら
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
や
運
動
指

導
、
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
、
各
々
の
目
標

に
向
け
、活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

生
活
習
慣
病
の
知
識
の
習
得
や
実
践
力
、
継

続
し
た
健
康
行
動
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
血
圧
な
ど
十
項
目
を
記
録
し
、

修
了
証
を
受
講
者
一
人
ひ
と
り
に
授
与
し
ま

し
た
。
健
康
福
祉
課
で
は
、
今
後
も
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

春も笑顔が
(o^∇ ^o) ﾉ

咲くように

↑1月10日に行われたヘルスアップ教室

❀健康は、一生の宝物。笑顔で
　国保ヘルスアップ教室閉講式

↑上平龍一郎福祉部長から一人ひとりに修了証が手渡されました

広報いちのへIchinohe

Ichinohe
広
報
い
ち
の
へ


